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り
、神
仏
習
合
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

最
初
の
候
補（
暫
定
一
覧
表
）に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
神
仏
習
合
」は
日
本
古
来
の
神
道
と
６
世
紀

に
伝
わ
っ
た
仏
教
を
区
別
せ
ず
、一
体
の
も
の
と
し

て
信
仰
す
る
こ
と
で
す
。現
代
で
は
神
と
仏
は
別

の
も
の
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
に
お
い
て
神
仏
習
合
は
ご

く
普
通
の
考
え
方
で
し
た
。「
日
光
の
社
寺
」は
、こ

の
神
仏
習
合
の
要
素
が
良
く
残
っ
て
い
る
場
所
な

の
で
す
。

　
そ
の
後
、「
日
光
の
社
寺
」は
1
9
9
9（
平
成

11
）年
、創
造
的
才
能
を
表
す
傑
作
と
も
い
え
る

社
寺
建
造
物
群
や
周
囲
の
自
然
景
観
と
の
調
和

が
高
く
評
価
さ
れ
、日
本
で
　
番
目
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
に
は
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
テ
ー
マ
が
あ

り
、そ
れ
は
世
界
で
唯
一
無
二
の
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、世
界
遺
産
に
は
同
じ
よ

う
な
価
値
を
持
つ
も
の
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。「
日

光
の
社
寺
」は
、法
隆
寺（
寺
院
）、厳
島
神
社（
神

社
）と
並
ぶ
日
本
を
代
表
す
る
宗
教
建
築
物
で
あ

　
世
界
遺
産
登
録
の
重
要
な
条
件
の
一
つ
に
、

「
完
全
性
」と「
真
正
性
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ

れ
は
、世
界
遺
産
は
模
造
や
複
製
品
で
は
な
く
、

本
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。「
日
光
の
社
寺
」の
建
造
物
の
大
部
分
は
木

造
で
あ
り
、そ
の
姿
を
保
つ
た
め
、こ
れ
ま
で
に

幾
度
も
の
修
理
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。文

化
財
建
造
物
の
保
存
と
は
、単
に
傷
ん
だ
部
分

を
修
理
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、そ

こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
や
技
術
も
併
せ
て

伝
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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Shrines and Temples of Nikko
日光二荒山神社、日光東照宮、日光山輪王寺、
そして遺跡（文化的景観）

世界遺産
世界遺産条約は1972年にユ
ネスコで採択され、2024年10
月現在、195か国が締結してい
ます。日本も1992年にこの条
約を締結し、文化遺産及び自
然遺産を人類全体のための世
界の遺産として、損傷、破壊等
の脅威から保護し、保存する
ことが重要であると考え、国
際的な協力・援助体制の構築
に貢献してきました。
各国は、国際的な観点から価
値があると考える自国の遺産
を推薦し、諮問機関による学
術的な審査を経て21か国で構
成される世界遺産委員会にお
いて価値や保存管理体制が認
められれば登録が決定されま
す。2024年10月現在、世界遺
産は文化遺産952件、自然遺産
231件、複合遺産40件を含む
1,223件に上り、そのうち日本
からは文化遺産21件、自然遺
産5件の計26件の世界遺産が
登録されています。
 
推薦資産（コアゾーン）
登録推薦資産を効果的に保護
するために明確に設定された
境界線です。
境界線の設定は、資産の顕著な
普遍的価値及び完全性または
真正性が十分に表現されるこ
とを保証するように行わなけ
ればならないとされています。 

緩衝地帯（バッファゾーン） 
推薦資産の効果的な保護を目
的として、推薦資産を取り囲
む地域に、法的又は慣習的手
法により補完的な利用・開発
規制を敷くことにより設けら
れるもうひとつの保護の網で
す。推薦資産の直接のセッ
ティング、重要な景色やその
他資産の保護を支える重要な
機能をもつ地域又は特性が含
まれるべきであるとされてい
ます。

日光山輪王寺 日光東照宮日光二荒山神社

世
界
遺
産

「
日
光
の
社
寺
」と
は
？

そ
も
そ
も

世
界
遺
産
っ
て
何
？

ど
う
し
て「
日
光
の
社
寺
」

は
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
の
？

世
界
遺
産
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に…

　
世
界
遺
産
と
は
、1
9
7
2（
昭
和
47
）年
に
ユ

ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た「
世
界
遺
産
条
約
」

に
基
づ
き
、世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
遺

跡
や
景
観
な
ら
び
に
自
然
の
こ
と
で
す
。こ
の
条

約
は
人
類
全
体
の
遺
産
を
保
護
・
保
存
す
る
た

世界遺産
「日光の社寺」の範囲

文化庁
文化財の紹介
世界遺産 
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め
、国
際
的
な
協
力
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。こ
の
た
め
、「
世
界
遺
産
」は
国

や
人
種
、世
代
、信
仰
を
問
わ
ず
、人
類
す
べ
て
の

共
通
の
財
産
と
い
え
ま
す
。

　
世
界
遺
産
条
約
設
立
当
時
、日
本
は
こ
の
条
約

に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、日
本

で
は
文
化
財
保
護
法
等
に
よ
る
非
常
に
厳
し
い
保

護
が
す
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、加
盟
の
必
要
は

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、そ

の
後
の
世
界
的
な
文
化
財
保
護
の
流
れ
の
中
で
、

日
本
も
条
約
を
調
印
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

動
き
が
起
こ
り
、国
会
の
承
認
を
経
て
1
9
9
2

（
平
成
4
）年
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　
日
本
政
府
は
、こ
の
時
に
今
後
の
世
界
遺
産
の

候
補（
暫
定
一
覧
表
）を
発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

「
世
界
遺
産
は
事
前
に
そ
の
候
補
を
示
さ
な
け
れ

ば
審
議
さ
れ
な
い
」と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
た
め

で
、「
日
光
の
社
寺
」は
こ
の
日
本
最
初
の
暫
定

一
覧
表
に
他
の
9
件
の
候
補
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て

守
り
続
け
ね
ば

な
ら
な
い
理
由

と
は
？

　
現
在
、「
日
光
の
社
寺
」建
造
物
の
修
理
は
、専

門
職
員
の
い
る「
公
益
財
団
法
人 

日
光
社
寺
文

化
財
保
存
会
」が
実
施
し
て
い
ま
す
。世
界
遺
産

の
構
成
要
素
で
あ
る
建
造
物
群
は
1
0
3
棟
に

も
及
ぶ
た
め
、計
画
に
基
づ
き
常
に
い
ず
れ
か

の
建
造
物
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
日
光

の
社
寺
」が
現
代
に
至
る
ま
で
美
し
い
姿
を

保
っ
て
き
た
こ
と
は
、確
立
さ
れ
た
修
理
体
制

や
技
術
の
高
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、こ
の
こ
と
が
世
界
遺
産
と
し
て
の「
完
全

性
」「
真
正
性
」の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
す
。

　
世
界
遺
産
と
し
て
の
日
光
の
社
寺
の
評
価
に

は
、建
造
物
群
だ
け
で
な
く
、そ
れ
を
取
り
ま
く

境
内
地
の
自
然
も
含
ま
れ
ま
す
。市
は
そ
の
環

境
の
変
化
を
計
測
す
る
各
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、大
気
汚
染
の
原

因
物
質
の
調
査
に
つ
い
て
は「
日
光
ユ
ネ
ス
コ

協
会
」の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。観
光

客
が
増
加
す
る
夏
休
み
中
の
調
査
に
は
市
内
の

高
校
生
も
参
加
し
、世
界
遺
産
に
身
近
に
接
す

る
こ
と
で
、「
世
界
の
宝
」を
未
来
に
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を

し
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
は
登
録
が
終
点
で
は
な
く
、今
後

の
保
全
や
未
来
へ
の
継
承
が
非
常
に
重
要
で

す
。保
全
状
態
が
悪
け
れ
ば
登
録
を
取
り
消
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、「
日
光

の
社
寺
」は
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
現
在

ま
で
そ
の
姿
を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。今
後
も

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

は
、若
い
世
代
の
理
解
や
関
心
を
高
め
、伝
統
や

技
術
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
な

の
で
す
。

　「
日
光
の
社
寺
」と
は
、日
光
二
荒
山
神
社
・
日

光
東
照
宮
・
日
光
山
輪
王
寺（
二
社
一
寺
）の
こ
と

を
指
し
、江
戸
時
代
か
ら
残
さ
れ
た
多
く
の
建
造

物
群
と
、鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
を
含
む

杉
木
立
に
囲
ま
れ
た
境
内
地
か
ら
成
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
る
の
は
、こ
れ
ら

二
社
一
寺
の
文
化
財
建
造
物
で
、東
照
宮
陽
明
門

に
代
表
さ
れ
る
国
宝
９
件
、重
要
文
化
財
　
件
の

計
1
0
3
件
に
及
び
ま
す
。そ
し
て
、約
　
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
境
内
地
は「
日
光
山
内
」と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、弥
生
祭
や
千
人
武
者
行
列
、強
飯
式
な

ど
社
寺
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
祭
礼
行
事
も
世
界

遺
産
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
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推薦資産
（コアゾーン）
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り
、神
仏
習
合
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

最
初
の
候
補（
暫
定
一
覧
表
）に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　「
神
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合
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日
本
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と
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世
紀

に
伝
わ
っ
た
仏
教
を
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ず
、一
体
の
も
の
と
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こ
と
で
す
。現
代
で
は
神
と
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は
別

の
も
の
と
し
て
信
仰
さ
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こ
と
が
多
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で
す
が
、

江
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時
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ま
で
の
日
本
に
お
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て
神
仏
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は
ご
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の
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え
方
で
し
た
。「
日
光
の
社
寺
」は
、こ

の
神
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合
の
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が
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く
残
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て
い
る
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で
す
。

　
そ
の
後
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平
成
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を
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傑
作
と
も
い
え
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社
寺
建
造
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群
や
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自
然
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と
の
調
和
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で
　
番
目
の
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文
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に
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。
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遺
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、世
界
遺
産
に
は
同
じ
よ

う
な
価
値
を
持
つ
も
の
は
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。「
日

光
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）、厳
島
神
社（
神

社
）と
並
ぶ
日
本
を
代
表
す
る
宗
教
建
築
物
で
あ

　
世
界
遺
産
登
録
の
重
要
な
条
件
の
一
つ
に
、

「
完
全
性
」と「
真
正
性
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ

れ
は
、世
界
遺
産
は
模
造
や
複
製
品
で
は
な
く
、

本
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。「
日
光
の
社
寺
」の
建
造
物
の
大
部
分
は
木

造
で
あ
り
、そ
の
姿
を
保
つ
た
め
、こ
れ
ま
で
に

幾
度
も
の
修
理
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。文

化
財
建
造
物
の
保
存
と
は
、単
に
傷
ん
だ
部
分

を
修
理
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、そ

こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
や
技
術
も
併
せ
て

伝
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

那須塩原市那須塩原市

大田原市大田原市

那須郡那須町那須郡那須町

那須郡那珂川町那須郡那珂川町

塩谷郡塩谷町塩谷郡塩谷町

矢板市矢板市

さくら市さくら市

塩谷郡
高根沢町
塩谷郡
高根沢町

那須烏山市那須烏山市

芳賀郡
茂木町
芳賀郡
茂木町

芳賀郡
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芳賀郡
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芳賀郡
市貝町
芳賀郡
市貝町

  芳賀郡
芳賀町  
  芳賀郡
芳賀町  

宇都宮市宇都宮市

    河内郡
上三川町
    河内郡
上三川町 真岡市真岡市

下都賀郡
壬生町
下都賀郡
壬生町

下野市下野市

小山市小山市
下都賀郡
野木町
下都賀郡
野木町

栃木市栃木市

鹿沼市鹿沼市

佐野市佐野市
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日光エリア

足尾
エリア

今
市
エリア

World Heritage: 
Shrines and Temples of Nikko
日光二荒山神社、日光東照宮、日光山輪王寺、
そして遺跡（文化的景観）

世界遺産
世界遺産条約は1972年にユ
ネスコで採択され、2024年10
月現在、195か国が締結してい
ます。日本も1992年にこの条
約を締結し、文化遺産及び自
然遺産を人類全体のための世
界の遺産として、損傷、破壊等
の脅威から保護し、保存する
ことが重要であると考え、国
際的な協力・援助体制の構築
に貢献してきました。
各国は、国際的な観点から価
値があると考える自国の遺産
を推薦し、諮問機関による学
術的な審査を経て21か国で構
成される世界遺産委員会にお
いて価値や保存管理体制が認
められれば登録が決定されま
す。2024年10月現在、世界遺
産は文化遺産952件、自然遺産
231件、複合遺産40件を含む
1,223件に上り、そのうち日本
からは文化遺産21件、自然遺
産5件の計26件の世界遺産が
登録されています。
 
推薦資産（コアゾーン）
登録推薦資産を効果的に保護
するために明確に設定された
境界線です。
境界線の設定は、資産の顕著な
普遍的価値及び完全性または
真正性が十分に表現されるこ
とを保証するように行わなけ
ればならないとされています。 

緩衝地帯（バッファゾーン） 
推薦資産の効果的な保護を目
的として、推薦資産を取り囲
む地域に、法的又は慣習的手
法により補完的な利用・開発
規制を敷くことにより設けら
れるもうひとつの保護の網で
す。推薦資産の直接のセッ
ティング、重要な景色やその
他資産の保護を支える重要な
機能をもつ地域又は特性が含
まれるべきであるとされてい
ます。

日光山輪王寺 日光東照宮日光二荒山神社

世
界
遺
産

「
日
光
の
社
寺
」と
は
？

そ
も
そ
も

世
界
遺
産
っ
て
何
？

ど
う
し
て「
日
光
の
社
寺
」

は
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
の
？

世
界
遺
産
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に…

　
世
界
遺
産
と
は
、1
9
7
2（
昭
和
47
）年
に
ユ

ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た「
世
界
遺
産
条
約
」

に
基
づ
き
、世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
遺

跡
や
景
観
な
ら
び
に
自
然
の
こ
と
で
す
。こ
の
条

約
は
人
類
全
体
の
遺
産
を
保
護
・
保
存
す
る
た

世界遺産
「日光の社寺」の範囲

文化庁
文化財の紹介
世界遺産 

＼スゴイ！／

＼POINT！／＼POINT！／

は
じ

め
に

は

な
ぜ 

世
界
遺
産 

に 

登
録
さ
れ
た 

の
か
？

「
日
光
の
社
寺
」
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め
、国
際
的
な
協
力
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。こ
の
た
め
、「
世
界
遺
産
」は
国

や
人
種
、世
代
、信
仰
を
問
わ
ず
、人
類
す
べ
て
の

共
通
の
財
産
と
い
え
ま
す
。

　
世
界
遺
産
条
約
設
立
当
時
、日
本
は
こ
の
条
約

に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、日
本

で
は
文
化
財
保
護
法
等
に
よ
る
非
常
に
厳
し
い
保

護
が
す
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、加
盟
の
必
要
は

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、そ

の
後
の
世
界
的
な
文
化
財
保
護
の
流
れ
の
中
で
、

日
本
も
条
約
を
調
印
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

動
き
が
起
こ
り
、国
会
の
承
認
を
経
て
1
9
9
2

（
平
成
4
）年
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　
日
本
政
府
は
、こ
の
時
に
今
後
の
世
界
遺
産
の

候
補（
暫
定
一
覧
表
）を
発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

「
世
界
遺
産
は
事
前
に
そ
の
候
補
を
示
さ
な
け
れ

ば
審
議
さ
れ
な
い
」と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
た
め

で
、「
日
光
の
社
寺
」は
こ
の
日
本
最
初
の
暫
定

一
覧
表
に
他
の
9
件
の
候
補
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て

守
り
続
け
ね
ば

な
ら
な
い
理
由

と
は
？

　
現
在
、「
日
光
の
社
寺
」建
造
物
の
修
理
は
、専

門
職
員
の
い
る「
公
益
財
団
法
人 

日
光
社
寺
文

化
財
保
存
会
」が
実
施
し
て
い
ま
す
。世
界
遺
産

の
構
成
要
素
で
あ
る
建
造
物
群
は
1
0
3
棟
に

も
及
ぶ
た
め
、計
画
に
基
づ
き
常
に
い
ず
れ
か

の
建
造
物
の
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
日
光

の
社
寺
」が
現
代
に
至
る
ま
で
美
し
い
姿
を

保
っ
て
き
た
こ
と
は
、確
立
さ
れ
た
修
理
体
制

や
技
術
の
高
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、こ
の
こ
と
が
世
界
遺
産
と
し
て
の「
完
全

性
」「
真
正
性
」の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い

え
る
の
で
す
。

　
世
界
遺
産
と
し
て
の
日
光
の
社
寺
の
評
価
に

は
、建
造
物
群
だ
け
で
な
く
、そ
れ
を
取
り
ま
く

境
内
地
の
自
然
も
含
ま
れ
ま
す
。市
は
そ
の
環

境
の
変
化
を
計
測
す
る
各
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、大
気
汚
染
の
原

因
物
質
の
調
査
に
つ
い
て
は「
日
光
ユ
ネ
ス
コ

協
会
」の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。観
光

客
が
増
加
す
る
夏
休
み
中
の
調
査
に
は
市
内
の

高
校
生
も
参
加
し
、世
界
遺
産
に
身
近
に
接
す

る
こ
と
で
、「
世
界
の
宝
」を
未
来
に
伝
え
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を

し
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
は
登
録
が
終
点
で
は
な
く
、今
後

の
保
全
や
未
来
へ
の
継
承
が
非
常
に
重
要
で

す
。保
全
状
態
が
悪
け
れ
ば
登
録
を
取
り
消
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、「
日
光

の
社
寺
」は
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
り
現
在

ま
で
そ
の
姿
を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。今
後
も

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

は
、若
い
世
代
の
理
解
や
関
心
を
高
め
、伝
統
や

技
術
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
な

の
で
す
。

　「
日
光
の
社
寺
」と
は
、日
光
二
荒
山
神
社
・
日

光
東
照
宮
・
日
光
山
輪
王
寺（
二
社
一
寺
）の
こ
と

を
指
し
、江
戸
時
代
か
ら
残
さ
れ
た
多
く
の
建
造

物
群
と
、鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
を
含
む

杉
木
立
に
囲
ま
れ
た
境
内
地
か
ら
成
り
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
と
な
る
の
は
、こ
れ
ら

二
社
一
寺
の
文
化
財
建
造
物
で
、東
照
宮
陽
明
門

に
代
表
さ
れ
る
国
宝
９
件
、重
要
文
化
財
　
件
の

計
1
0
3
件
に
及
び
ま
す
。そ
し
て
、約
　
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
境
内
地
は「
日
光
山
内
」と
し
て
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、弥
生
祭
や
千
人
武
者
行
列
、強
飯
式
な

ど
社
寺
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
祭
礼
行
事
も
世
界

遺
産
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

94

10

50

推薦資産
（コアゾーン）

※1
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が

世
界
遺
産 

に 

登
録
さ
れ
る 

ま
で

「
日
光
の
社
寺
」

は
じ
ま
り
は

勝
道
上
人
と

山
岳
信
仰

　明
治
時
代
に
入
る
と
、新
政
府
は
神
道
を
国

教
と
し
、仏
教
と
分
離
す
る
政
策「
神
仏
分
離
」

を
進
め
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
多
く
の
寺
院
や
仏

像
の
破
壊
が
起
こ
り
ま
す
。日
光
で
の
神
仏
分

離
令
は
1
8
7
1（
明
治
4
）年
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、社
寺
関
係
者
等
に
よ
る
政
府
へ
の
強

い
働
き
か
け
に
よ
り
、三
仏
堂
の
二
荒
山
神
社

境
内
か
ら
現
在
地
へ
の
移
転
な
ど
、最
小
限
度

の
影
響
で
済
み
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
直
前
に
起

き
た
戊
辰
戦
争
で
は
、戦
火
が
日
光
に
及
ば
ぬ

よ
う
、日
光
山
の
僧
侶
の
嘆
願
や
土
佐
藩
の

板
垣
退
助
の
指
示
、旧
幕
府
軍
の
大
鳥
圭
介
ら

に
よ
る
日
光
山
か
ら
の
撤
退
が
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

明
治
期
以
降

の
危
機
を

乗
り
越
え
て

信
仰
の
聖
地

「
日
光
山
」と

天
海
大
僧
正

trivia1

日光東照宮の表門内側の屋根の下を見ると、
虎の彫刻が並んでいることに気が付きます。
また、拝殿正面の屋根の下にも二頭の虎の彫刻
があります。このように、重要な箇所に虎が配
置されているのは、家康が寅年生まれだったこ
とからと考えられます。中には縞模様ではなく
ヒョウ柄の虎もおりますが、江戸時代にはヒョ
ウは虎のメスだと思われていたようです。

日光東照宮の彫刻と
虎の関係

trivia3

実は「輪王寺」という名前の建物は存在しませ
ん。「輪王寺」は、日光山内の仏教施設の総称で、
本堂に当たるのが「三仏堂」です。三仏堂は、東
日本で一番大きな木造建築物としても知られ
ています。また、徳川三代将軍の家光の霊廟で
ある「大猷院」も輪王寺に属する建物です。

「輪王寺」
という名前の建物は無い

trivia7

日光二荒山神社が「ふたらさんじんじゃ」で
あるのに対し、宇都宮二荒山神社は「ふ
たあらやまじんじゃ」。読み方も違え
ば、祀っている祭神もそれぞれ違い、実
は両社はまったく別の神社！他にも、「二荒
山神社」は宗教法人登記上は、30社もあるので
す。知っていました？

日光と宇都宮の「二荒山神社」
読み方が違う

trivia4

明治時代に「神仏分離令」が発令されるまで、輪
王寺の三仏堂は現在の二荒山神社拝殿の隣の
位置に存在していました。現在の建物は、1645
（正保2）年に三代将軍家光により造替された
のち、神仏分離令により1881（明治14）年に現
在地に移築されました。

かつて輪王寺の三仏堂は、
二荒山神社の隣にあった

trivia6

日光には、日光山の神々が群馬県の赤城山の神々
と中禅寺湖の所有をめぐって争いを繰り広げた
という伝説が残されています。神話の舞台となっ
た場所は、戦場ヶ原と呼ばれています。窮地に追
い込まれた日光の神々の危機を救ったのが弓の
名手「小野猿丸」です。猿丸は太郎山の神の息子と
伝えられています。小野氏の系譜は社家として江
戸時代初期まで二荒山神社に長く務め、そのこと
が伝説の下地となったと考えられています。

日光山の神様と赤城山の神様
中禅寺湖の取り合いで大喧嘩

trivia8

栃木県民なら、誰しも一度は通ったことの
ある、日光杉並木街道。日光街道・例幣使
街道・会津西街道の3つの街道の両側に全長

37km、1万本以上の杉の木がそびえ立つ並木
道です。1992（平成4）年には「世界一長い並木
道」としてギネスブックに認定され、特別史跡と
特別天然記念物の二重指定を受けています。

日光杉並木、「ギネス世界記録」
に登録されている

trivia2

日光東照宮の眠り猫は、三猿とともに有名な彫
刻として知られています。眠り猫は奥社への参
道入口、東回廊潜り門に掲げられていますが、
門の裏側には竹林で遊ぶ2羽のスズメの彫刻
が存在します。猫が眠っている平和な世の中だ
からこそ、スズメも安心して暮らせるという、
天下泰平の願いが込められているのです。

眠り猫の彫刻の裏側には、
「スズメ」の彫刻がある

日
光

歴
史

日
光
ト
リ
ビ
ア

知っていると
日光がもっと
楽しくなる！

　神
仏
分
離
令
や
戊
辰
戦
争
に
よ
る
大
き
な
破

壊
は
免
れ
た
も
の
の
、社
寺
の
建
物
や
環
境
は

荒
れ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
は
、社
寺
建
造
物
の
定

期
的
な
修
理
が
幕
府
の
消
滅
に
よ
っ
て
途
絶
え

た
た
め
で
す
。明
治
政
府
に
は
、こ
れ
を
維
持
し

て
い
く
財
力
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　こ
の
状
況
を
救
う
た
め
、当
時
の
町
民
や
旧

幕
府
の
関
係
者
ら
に
よ
っ
て
1
8
7
9（
明
治

12
）年
に「
保
晃
会
」が
創
設
さ
れ
、修
理
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、「
日
光
社
寺
修
繕
事
務

所
」が
組
織
さ
れ
、社
寺
の
修
理
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
現
在
の「
公
益
財
団

法
人 

日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」の
前
身
で
す
。

こ
う
し
て
幾

度
も
の
危
機

を
乗
り
越
え

た
日
光
の
社

寺
は
、日
光
社

寺
文
化
財
保

存
会
に
よ
り
、

今
後
も
継
続

的
に
修
理
が

続
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

trivia5

奈良時代に日光開山の祖、勝道上人が大谷川の
ほとりに差し掛かったとき、あまりの速い流れ
に川を渡ることが出来ず神に念じたところ、首
にドクロを吊るした恐ろしい姿の神が現れ、二
匹の蛇を絡み合わせて橋として勝道を渡した
という伝説が残っています。このとき、勝道が
滑らないように蛇の背中から山菅が生えたと
いうことから、神橋は別名「山菅の蛇橋」とも呼
ばれます。

二荒山神社のシンボル
「神橋」の正体は二匹の蛇
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　信
仰
の
聖
地
と
し
て
栄
え
た
日
光
山
は
、広

大
な
領
地
と
数
百
の
僧
坊
を
有
す
る
大
社
寺

と
な
り
ま
す
。し
か
し
、戦
国
時
代
、豊
臣
秀
吉

に
敵
対
し
た
日
光
山
は
、所
領
の
大
部
分
を
没

収
さ
れ
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
後
、徳

川
家
康
が
天
下
統
一
を
果
た
す
と
、側
近
で
あ

る
天
海
を
日
光
に
派
遣
し
、衰
退
し
た
日
光
山

の
再
興
を
命
じ
ま
す
。

　1
6
1
6（
元
和
2
）年
に
家
康
が
亡
く
な
る

と
、遺
言
に
よ
り
一
年
後
に
二
代
将
軍
秀
忠
に

よ
っ
て「
東
照
社
」が
建
立
さ
れ
、遺
骸
は
日
光

に
移
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
は
天
海
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。天
海
は
、家
康
、秀
忠
、家
光
の

三
代
の
将
軍
に
仕
え
た
僧
で
、日
光
山
の
最
高

責
任
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。当
時
の
東
照
社
は

簡
素
な
造
り
で
し
た
が
、家
康
の
二
十
回
忌
に

あ
た
る
1
6
3
6（
寛
永
13
）年
、三
代
将
軍
家
光

に
よ
り
、現
在
の
よ
う
な
豪
華
絢
爛
な
社
殿
に

建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、1
6
5
1（
慶

安
4
）年
に
亡
く
な
っ
た
家
光
も
、遺
言
に
よ
り

日
光
に
葬
ら
れ
ま
す
。

　日
光
山
は
徳
川
家
康
・
家
光
を
祀
る
聖
地
と

し
て
、江
戸
時
代
を
通
じ
て
手
厚
い
保
護
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、定
期
的
な
修
理
に
よ
っ
て

創
建
当
時
の
状
態
を
保
ち
続
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　日
本
で
は
、昔
か
ら
山
そ
の
も
の
を
神
と
し

て
崇
拝
し
て
き
ま
し
た
。や
が
て
大
陸
か
ら
仏

教
が
伝
わ
る
と
、神
と
仏
は
一
体
的
な
も
の
と

し
て
敬
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、山

頂
に
至
る
こ
と
が
修
行
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、各
地
の
山
が
開
か
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　日
光
連
山
の
中
心
で
あ
る「
男
体
山
」は
、県

内
の
広
い
範
囲
か
ら
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奈
良
時
代
の
7
6
6（
天
平
神
護
2
）年
、芳
賀

郡
出
身
の
僧
で
あ
る
勝
道
上
人
は
男
体
山
の
登

頂
を
志
し
、大
谷
川
と
稲
荷
川
の
合
流
す
る
山

裾
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
ま
す
。こ
の

場
所
が
後
に
輪
王
寺
の
前
身
で
あ
る
四
本
龍
寺

と
な
り
ま
す
。こ
れ
が『
日
光
の
社
寺
』の
は
じ

ま
り
で
す
。

　勝
道
上
人
は
7
8
2（
天
応
2
）年
、三
度
目

の
挑
戦
で
男
体
山
の
山
頂
に
至
り
ま
す
。そ
こ

で
見
た
も
の
は
、周
囲
に
果
て
し
な
く
広
が
る

山
々
と
光
輝
く
中
禅
寺
湖
が
一
体
と
な
っ
た
絶

景
で
し
た
。や
が
て
日
光
は
多
く
の
僧
侶
た
ち

が
集
ま
る
修
行
の
場
と
な
り
、神
社
や
寺
院
が

建
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。こ
う
し
て
日
光
は「
日

光
山
」と
呼
ば
れ
る
関
東
で
一
番
の
霊
場
と
し

て
栄
え
て
い
き
ま
し
た
。

＼スゴイ！／

＼ホント！／

＼スゴイ！／

＼タイヘンだ！／

＼タイヘンだ！／

たい ゆう いん

ひがしかいろうくぐ

さん ざる

＼スゴイ！／

私
た
ち
の

「
世
界
の
宝
」、

日
光
の
歴
史
を

知
ろ
う
！

勝道上人は
３回目の

チャレンジで
登頂した！

男体山
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が

世
界
遺
産 

に 

登
録
さ
れ
る 

ま
で

「
日
光
の
社
寺
」

は
じ
ま
り
は

勝
道
上
人
と

山
岳
信
仰

　明
治
時
代
に
入
る
と
、新
政
府
は
神
道
を
国

教
と
し
、仏
教
と
分
離
す
る
政
策「
神
仏
分
離
」

を
進
め
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
多
く
の
寺
院
や
仏

像
の
破
壊
が
起
こ
り
ま
す
。日
光
で
の
神
仏
分

離
令
は
1
8
7
1（
明
治
4
）年
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、社
寺
関
係
者
等
に
よ
る
政
府
へ
の
強

い
働
き
か
け
に
よ
り
、三
仏
堂
の
二
荒
山
神
社

境
内
か
ら
現
在
地
へ
の
移
転
な
ど
、最
小
限
度

の
影
響
で
済
み
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
直
前
に
起

き
た
戊
辰
戦
争
で
は
、戦
火
が
日
光
に
及
ば
ぬ

よ
う
、日
光
山
の
僧
侶
の
嘆
願
や
土
佐
藩
の

板
垣
退
助
の
指
示
、旧
幕
府
軍
の
大
鳥
圭
介
ら

に
よ
る
日
光
山
か
ら
の
撤
退
が
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

明
治
期
以
降

の
危
機
を

乗
り
越
え
て

信
仰
の
聖
地

「
日
光
山
」と

天
海
大
僧
正

trivia1

日光東照宮の表門内側の屋根の下を見ると、
虎の彫刻が並んでいることに気が付きます。
また、拝殿正面の屋根の下にも二頭の虎の彫刻
があります。このように、重要な箇所に虎が配
置されているのは、家康が寅年生まれだったこ
とからと考えられます。中には縞模様ではなく
ヒョウ柄の虎もおりますが、江戸時代にはヒョ
ウは虎のメスだと思われていたようです。

日光東照宮の彫刻と
虎の関係

trivia3

実は「輪王寺」という名前の建物は存在しませ
ん。「輪王寺」は、日光山内の仏教施設の総称で、
本堂に当たるのが「三仏堂」です。三仏堂は、東
日本で一番大きな木造建築物としても知られ
ています。また、徳川三代将軍の家光の霊廟で
ある「大猷院」も輪王寺に属する建物です。

「輪王寺」
という名前の建物は無い

trivia7

日光二荒山神社が「ふたらさんじんじゃ」で
あるのに対し、宇都宮二荒山神社は「ふ
たあらやまじんじゃ」。読み方も違え
ば、祀っている祭神もそれぞれ違い、実
は両社はまったく別の神社！他にも、「二荒
山神社」は宗教法人登記上は、30社もあるので
す。知っていました？

日光と宇都宮の「二荒山神社」
読み方が違う

trivia4

明治時代に「神仏分離令」が発令されるまで、輪
王寺の三仏堂は現在の二荒山神社拝殿の隣の
位置に存在していました。現在の建物は、1645
（正保2）年に三代将軍家光により造替された
のち、神仏分離令により1881（明治14）年に現
在地に移築されました。

かつて輪王寺の三仏堂は、
二荒山神社の隣にあった

trivia6

日光には、日光山の神々が群馬県の赤城山の神々
と中禅寺湖の所有をめぐって争いを繰り広げた
という伝説が残されています。神話の舞台となっ
た場所は、戦場ヶ原と呼ばれています。窮地に追
い込まれた日光の神々の危機を救ったのが弓の
名手「小野猿丸」です。猿丸は太郎山の神の息子と
伝えられています。小野氏の系譜は社家として江
戸時代初期まで二荒山神社に長く務め、そのこと
が伝説の下地となったと考えられています。

日光山の神様と赤城山の神様
中禅寺湖の取り合いで大喧嘩

trivia8

栃木県民なら、誰しも一度は通ったことの
ある、日光杉並木街道。日光街道・例幣使
街道・会津西街道の3つの街道の両側に全長

37km、1万本以上の杉の木がそびえ立つ並木
道です。1992（平成4）年には「世界一長い並木
道」としてギネスブックに認定され、特別史跡と
特別天然記念物の二重指定を受けています。

日光杉並木、「ギネス世界記録」
に登録されている

trivia2

日光東照宮の眠り猫は、三猿とともに有名な彫
刻として知られています。眠り猫は奥社への参
道入口、東回廊潜り門に掲げられていますが、
門の裏側には竹林で遊ぶ2羽のスズメの彫刻
が存在します。猫が眠っている平和な世の中だ
からこそ、スズメも安心して暮らせるという、
天下泰平の願いが込められているのです。

眠り猫の彫刻の裏側には、
「スズメ」の彫刻がある
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光
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史
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光
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知っていると
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今
後
も
継
続

的
に
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trivia5

奈良時代に日光開山の祖、勝道上人が大谷川の
ほとりに差し掛かったとき、あまりの速い流れ
に川を渡ることが出来ず神に念じたところ、首
にドクロを吊るした恐ろしい姿の神が現れ、二
匹の蛇を絡み合わせて橋として勝道を渡した
という伝説が残っています。このとき、勝道が
滑らないように蛇の背中から山菅が生えたと
いうことから、神橋は別名「山菅の蛇橋」とも呼
ばれます。

二荒山神社のシンボル
「神橋」の正体は二匹の蛇
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8
2（
天
応
2
）年
、三
度
目

の
挑
戦
で
男
体
山
の
山
頂
に
至
り
ま
す
。そ
こ

で
見
た
も
の
は
、周
囲
に
果
て
し
な
く
広
が
る

山
々
と
光
輝
く
中
禅
寺
湖
が
一
体
と
な
っ
た
絶

景
で
し
た
。や
が
て
日
光
は
多
く
の
僧
侶
た
ち

が
集
ま
る
修
行
の
場
と
な
り
、神
社
や
寺
院
が

建
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。こ
う
し
て
日
光
は「
日

光
山
」と
呼
ば
れ
る
関
東
で
一
番
の
霊
場
と
し

て
栄
え
て
い
き
ま
し
た
。

＼スゴイ！／

＼ホント！／

＼スゴイ！／

＼タイヘンだ！／

＼タイヘンだ！／

たい ゆう いん

ひがしかいろうくぐ

さん ざる

＼スゴイ！／

私
た
ち
の

「
世
界
の
宝
」、

日
光
の
歴
史
を

知
ろ
う
！

勝道上人は
３回目の

チャレンジで
登頂した！

男体山



世界遺産登録証
1999年第 23回世界遺産委員会で登録が決定された。

優美な八棟造の二荒山神社の本社。輪王寺の三仏堂。木造建築では、東日本で最大を誇る。

東照宮は権現造の本社を中心に神社建築の精華といえる。

日光神領

南山御蔵入地
高徳藩

宇都宮藩

多古藩

吹上藩

日光神領とは
　江戸時代における日光山の領地をいい、東照

宮領１万石と大猷院領３千６百石余とを指しま

す。これらを総じて日光神領と呼ばれ、幕府に

よって管理されていました。

　最終的な区域は現在の日光市域と同じくらい

であり、総石高も２万５千石という大名並みの

領地となりました。

江戸時代の日光

日光杉並木街道

温泉郷

ラムサール条約登録
「奥日光の湿原」

足尾銅山の産業遺産

日光国立公園

平家の里

世界遺産「日光の社寺」世界遺産「日光の社寺」
日光山輪王寺
日光東照宮

日光二荒山神社

滝尾神社

家光廟大猷院

ヶ

ヶ

ヶ

土沢 I.C

　
１
９
９
９（
平
成
11
）年
12
月
2
日
、
モ

ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
開
か
れ
て
い
た

第
23
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
、「
日
光

の
社
寺
」の
世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し
ま

し
た
。そ
の
知
ら
せ
が
地
元
日
光
に
も
た

ら
さ
れ
る
と
、
日
本
時
間
の
深
夜
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
市
内
は
、
大
き
な
喜
び
に

沸
き
ま
し
た
。

　
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
、
第
17
回
ユ

ネ
ス
コ
総
会
に
お
い
て「
世
界
の
文
化
遺

産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る

条
約（
通
称
・
世
界
遺
産
条
約
）」が
採

択
さ
れ
、
日
本
も
１
９
９
２（
平
成
４
）

年
に
世
界
遺
産
条
約
の
締
結
国
と
な
り

ま
し
た
。世
界
遺
産
条
約
が
生
ま
れ
た
の

は
、
地
球
上
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を
、
特
定
の
国

や
民
族
の
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い〝
宝
物
〞と
し
て
保
護
し
て
い
こ

う
と
い
う
考
え
方
か
ら
で
す
。「
日
光
の

社
寺
」の
世
界
遺
産
登
録
は
、
日
本
国

内
で
は
10
番
目
で
し
た
。

　
登
録
の
対
象
と
な
っ
た「
日
光
の
社

寺
」の
内
容
は
、
日
光
山
内
に
あ
る
二

社
一
寺（
日
光
二
荒
山
神
社
、
日
光
東

照
宮
、
日
光
山
輪
王
寺
）の
国
宝
９
棟
、

国
指
定
重
要
文
化
財
94
棟
の
合
わ
せ
て

１
０
3
棟
の
建
造
物
群
と
、
こ
れ
ら
を

取
り
巻
く「
遺
跡（
文
化
的
景
観
）」で
す
。

面
積
は
5
0
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。周
辺
に

は
３
７
３
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緩
衝
地
帯

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
登
録
に
際
し
て
以
下
の
３
点
の
基
準

に
お
い
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
人
間
の
創
造
的
才
能
を
表
す
傑
作

で
あ
る
も
の

　
日
光
の
建
造
物
の
多
く
は
、
17
世
紀

の
日
本
の
代
表
的
な
天
才
的
芸
術
家
た

ち
の
作
品
群
で
す
。日
本
画
の
狩
野
探
幽

や
大
工
棟
梁
の
甲
良
豊
後
守
宗
広
ら
に

そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
人
類
の
歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を

物
語
る
建
築
物
、
あ
る
い
は
景
観
を
代

表
す
る
優
れ
た
見
本
で
あ
る
こ
と

　
東
照
宮
の
本
社
と
輪
王
寺
大
猷
院
霊

廟
は
、「
権
現
造
」と
い
う
様
式
の
代
表

的
な
例
で
す
。近
世
日
本
の
神
社
や
霊
廟

の
建
築
の
見
本
と
な
り
、
多
大
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。ま
た
、
建
造
物
群
は

全
体
と
し
て
周
囲
の
景
観
と
一
体
と
な
っ

て
配
置
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
宗
教

的
建
築
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
③
普
遍
的
な
価
値
を
も
つ
出
来
事
、

伝
統
、
思
想
、
信
仰
、
芸
術
に
関
連
す

る
も
の

　
日
光
の
社
寺
の
中
で
東
照
宮
は
徳
川

家
康
の
神
霊
を
祀
る
神
社
と
し
て
、
幕

府
か
ら
神
領
が
寄
進
さ
れ
、
代
々
の
将

軍
の
社
参
、
朝
廷
か
ら
の
例
幣
使
の
派

遣
、
朝
鮮
通
信
使
参
詣
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。日
光
は
、
江
戸
時
代
の
政
治

体
制
を
支
え
る
重
要
な
歴
史
的
役
割
を

担
っ
た
場
所
と
い
え
ま
す
。ま
た
、
こ
れ

ら
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
、
山
や
森

を
神
格
化
す
る
日
本
独
特
の
神
道
思
想

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

【
日
光
東
照
宮
】

　
日
光
東
照
宮
は
、
国
宝
８
棟
と
重
要

文
化
財
34
棟
の
合
わ
せ
て
42
棟
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
権
現
造
」の

建
築
様
式
ほ
か
、
彫
刻
や
彩
色
な
ど
の

建
築
装
飾
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
最
高

水
準
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
要
な
建
物
群
は
表
参
道
か
ら
石
鳥

居
を
く
ぐ
っ
て
参
拝
す
る
陽
明
門
、
本

殿
、
奥
社
ま
で
の
間
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
神
橋
そ
ば
の
御
旅
所
、
浩
養
園

内
に
移
築
さ
れ
た
石
造
の
旧
奥
社
唐

門
・
鳥
居
、
石
鳥
居
の
東
側
の
仮
殿
建

築
群
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

【
日
光
山
輪
王
寺
】

　
日
光
山
輪
王
寺
の
登
録
建
造
物
は
38

を
捉
え
る
視
点
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ

た
概
念
と
さ
れ
ま
す
。「
日
光
の
社
寺
」で

は
遺
跡
と
し
て
文
化
的
景
観
が
形
成
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
内
容
は

①
江
戸
時
代
に
お
け
る
歴
史
的
役
割
を

果
た
し
た
日
光
山
内
　
②
宗
教
的
活
動

空
間
と
一
体
を
な
す
石
垣
、
階
段
、
参

道
な
ど
　
③
古
代
以
来
の
日
本
的
宗
教

空
間
を
継
承
す
る
山
や
森
な
ど
で
す
。

　
建
造
物
群
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
環

境
も
意
味
や
価
値
を
も
っ
て
お
り
、
一

緒
に
登
録
さ
れ
た
の
で
す
。

棟
あ
り
ま
す
。中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

本
堂（
三
仏
堂
）の
周
辺
と
三
代
将
軍
家

光
の
霊
廟
で
あ
る
大
猷
院
で
す
。大
猷
院

で
は
国
宝
の
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
な

ど
22
棟
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
光
発
祥
の
地
・
四
本
龍
寺
の
観
音

堂
と
三
重
塔
、
弘
法
大
師
が
建
立
し
た

と
さ
れ
る
児
玉
堂
、
天
海
大
僧
正
を
祀

る
慈
眼
堂
、
勝
道
上
人
を
祀
る
開
山
堂

も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
日
光
二
荒
山
神
社
】

　
日
光
二
荒
山
神
社
で
登
録
さ
れ
て
い

る
建
造
物
は
23
棟
で
、
す
べ
て
重
要
文

化
財
で
す
。神
橋
や
本
社
な
ど
の
ほ
か
境

内
末
社
に
位
置
す
る
朋
友
神
社
お
よ
び

日
枝
神
社
、
大
国
殿
や
別
宮
の
本
宮
神

社
と
滝
尾
神
社
の
主
だ
っ
た
建
物
も
登

録
さ
れ
ま
し
た
。本
宮
神
社
と
滝
尾
神

社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
地
の
東
端
と
北

端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

【
遺
跡（
文
化
的
景
観
）】

　
文
化
的
景
観
と
は
自
然
現
象
と
人
間

の
活
動
が
影
響
し
合
っ
て
形
成
さ
れ
た
環

境
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。世
界
遺
産

日
光
の
社
寺
と
は

”人
類
の
宝

　
“
世
界
遺
産

世界遺産日光
神
仏
習
合
の
聖
地「
日
光
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
文
化
遺
産
と
自
然
と
の
融
合
の
歴
史
〜

　
日
光
の
歴
史
は
、
勝
道
上

人
が
男
体
山
の
登
頂
を
決
意

し
、
大
谷
川
を
渡
り
、
四
本

龍
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。勝
道
上
人
は
２

度
の
失
敗
の
末
、
悲
願
を
達

成
し
山
頂
に
祠
を
作
り
ま
し

た
。さ
ら
に
中
禅
寺
湖
北
岸
に

神
宮
寺（
後
の
中
禅
寺
）を
建
立
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
日
光
は
、
高
い
山
の
神
を

崇
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
を
観
音
浄

土
と
す
る
考
え
が
違
和
感
な
く
共
存
す

る「
神
仏
習
合
」の
も
と
、
信
仰
の
聖
地

「
日
光
山
」と
し
て
繁
栄
し
ま
す
。

　
戦
国
時
代
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
日
光

山
の
領
地
の
多
く
が
没
収
さ
れ
衰
退
し

ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
な
り
、
徳
川
家

康
が
日
光
山
の
領
地
を
安
堵
す
る
と
、

日
光
山
貫
主
に
任
じ
ら
れ
た
天
海
大
僧

正
は
そ
の
再
興
に
尽
力
し
ま
す
。

　
家
康
は「
日
光
山
に
自
分
を
祀
る
こ
と

に
よ
り
、
八
州
の
鎮
守
と
な
る
」と
い
う

遺
言
を
残
し
、
二
代
将
軍
秀
忠
は
東
照

社
を
建
立
し
ま
し
た
。三
代
将
軍
家
光
は
、

当
時
の
芸
術
の
粋
を
集
め
て
絢
爛
豪
華

な
社
殿
に
造
り
替
え
ま
し
た
。こ
れ
が
世

界
に
誇
る
現
在
の
日
光
東
照
宮
で
す
。日

光
は
東
照
宮
が
鎮
座
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。そ
の

後
、
家
光
の
霊
廟
と
し
て
大
猷
院
が
建

立
さ
れ
る
と
、
幕
府
の
さ
ら
な
る
庇
護

を
受
け
発
展
し
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
も
、
文
化
遺
産
と
豊
か
な

自
然
が
融
合
す
る
日
光
は
、
世
界
的
な

観
光
地
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

1
9
9
9（
平
成
11
）年
、「
日
光
の
社

寺
」は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
光
歴
史
年
表

〜
今
な
お
残
る
雄
大
な
自
然
は
、

　
　
　
　
　
　
　神
仏
の
住
む
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
〜

７
６
６
年
 

勝
道
上
人
四
本
龍
寺
創
建（
輪
王
寺
の
起
源
）

７
８
２
年
 

勝
道
上
人
男
体
山
初
登
頂

 

山
頂
に
神
祗
を
祀
る
（
二
荒
山
神
社
奥
宮
）

８
１
７
年
 

勝
道
上
人
入
寂

〜
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
将
軍
家
康
は
、
平
和
を
願
い
、

　
　
　
　こ
の
地
か
ら
日
本
を
守
る
神
に
な
り
た
い
と
願
っ
た
〜

１
６
１
６
年
 
徳
川
家
康
薨
去

１
６
１
７
年
 
二
代
将
軍
秀
忠
、
東
照
社
竣
工（
東
照
宮
の
起
源
）

 

久
能
山
か
ら
日
光
に
遷
座

１
６
３
４
年
 
三
代
将
軍
家
光
に
よ
る
東
照
社
の
大
造
替
工
事

 

始
ま
る
（
寛
永
の
大
造
替
）

１
６
３
6
年
 
東
照
社
の
大
造
替
完
了

１
６
４
５
年
 
東
照
社
に
宮
号
宣
下
さ
れ
、
東
照
宮
と
改
め
る
。

１
６
５
１
年
 
徳
川
家
光
薨
去

１
６
５
２
年
 
四
代
将
軍
家
綱
、
大
猷
院
廟
の
造
営
に
着
手

１
６
５
３
年
 
大
猷
院
廟
竣
工

〜
自
然
と
人
の
叡
智
が
つ
く
り
あ
げ
た
宝
物
を
守
る
〜

１
９
３
４
年
 
日
光
・
奥
鬼
怒
地
域
が
日
光
国
立
公
園
に

 

指
定
さ
れ
る
。

１
９
５
０
年
 
那
須
甲
子
・
塩
原
、
藤
原
、
栗
山
、
足
尾
の

 

四
地
域
が
日
光
国
立
公
園
に
追
加
さ
れ
る
。

１
９
９
９
年
 「
日
光
の
社
寺
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

２
０
０
５
年
 
戦
場
ヶ
原
な
ど
の「
奥
日
光
の
湿
原
」が

 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
原
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

〜
至
高
の
日
光
を
未
来
へ
届
け
る
た
め
に
〜

２
０
０
７
年
 
東
照
宮
、
輪
王
寺
お
よ
び
二
荒
山
神
社
に
て

 

平
成
の
大
修
理
が
始
ま
る
。

２
０
０
9
年
 
世
界
遺
産
登
録
　
周
年

２
０
１
２
年
 
男
体
山
開
山
１
２
３
０
年
祭

 

（
二
荒
山
神
社
中
宮
祠
）

２
０
１
５
年
 
東
照
宮
４
０
０
年
祭（
東
照
宮
）　

２
０
１
６
年
 
家
康
鎮
座
４
０
０
年（
東
照
宮
）

 

日
光
山
開
山
１
２
５
０
年（
輪
王
寺
）

２
０
１
９
年
 
平
成
の
大
修
理
完
了

　
 

世
界
遺
産
登
録
　
周
年

 

第
６
回
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
　
日
光

２
０
２
４
年
 
世
界
遺
産
登
録
　
周
年

102025
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世界遺産登録証
1999年第 23回世界遺産委員会で登録が決定された。

優美な八棟造の二荒山神社の本社。輪王寺の三仏堂。木造建築では、東日本で最大を誇る。

東照宮は権現造の本社を中心に神社建築の精華といえる。

日光神領

南山御蔵入地
高徳藩

宇都宮藩

多古藩

吹上藩

日光神領とは
　江戸時代における日光山の領地をいい、東照

宮領１万石と大猷院領３千６百石余とを指しま

す。これらを総じて日光神領と呼ばれ、幕府に

よって管理されていました。

　最終的な区域は現在の日光市域と同じくらい

であり、総石高も２万５千石という大名並みの

領地となりました。

江戸時代の日光

日光杉並木街道

温泉郷

ラムサール条約登録
「奥日光の湿原」

足尾銅山の産業遺産

日光国立公園

平家の里

世界遺産「日光の社寺」世界遺産「日光の社寺」
日光山輪王寺
日光東照宮

日光二荒山神社

滝尾神社

家光廟大猷院

ヶ

ヶ

ヶ

土沢 I.C

　
１
９
９
９（
平
成
11
）年
12
月
2
日
、
モ

ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
開
か
れ
て
い
た

第
23
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
、「
日
光

の
社
寺
」の
世
界
遺
産
登
録
が
決
定
し
ま

し
た
。そ
の
知
ら
せ
が
地
元
日
光
に
も
た

ら
さ
れ
る
と
、
日
本
時
間
の
深
夜
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
市
内
は
、
大
き
な
喜
び
に

沸
き
ま
し
た
。

　
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
、
第
17
回
ユ

ネ
ス
コ
総
会
に
お
い
て「
世
界
の
文
化
遺

産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る

条
約（
通
称
・
世
界
遺
産
条
約
）」が
採

択
さ
れ
、
日
本
も
１
９
９
２（
平
成
４
）

年
に
世
界
遺
産
条
約
の
締
結
国
と
な
り

ま
し
た
。世
界
遺
産
条
約
が
生
ま
れ
た
の

は
、
地
球
上
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を
、
特
定
の
国

や
民
族
の
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い〝
宝
物
〞と
し
て
保
護
し
て
い
こ

う
と
い
う
考
え
方
か
ら
で
す
。「
日
光
の

社
寺
」の
世
界
遺
産
登
録
は
、
日
本
国

内
で
は
10
番
目
で
し
た
。

　
登
録
の
対
象
と
な
っ
た「
日
光
の
社

寺
」の
内
容
は
、
日
光
山
内
に
あ
る
二

社
一
寺（
日
光
二
荒
山
神
社
、
日
光
東

照
宮
、
日
光
山
輪
王
寺
）の
国
宝
９
棟
、

国
指
定
重
要
文
化
財
94
棟
の
合
わ
せ
て

１
０
3
棟
の
建
造
物
群
と
、
こ
れ
ら
を

取
り
巻
く「
遺
跡（
文
化
的
景
観
）」で
す
。

面
積
は
5
0
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。周
辺
に

は
３
７
３
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緩
衝
地
帯

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
登
録
に
際
し
て
以
下
の
３
点
の
基
準

に
お
い
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
①
人
間
の
創
造
的
才
能
を
表
す
傑
作

で
あ
る
も
の

　
日
光
の
建
造
物
の
多
く
は
、
17
世
紀

の
日
本
の
代
表
的
な
天
才
的
芸
術
家
た

ち
の
作
品
群
で
す
。日
本
画
の
狩
野
探
幽

や
大
工
棟
梁
の
甲
良
豊
後
守
宗
広
ら
に

そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
人
類
の
歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を

物
語
る
建
築
物
、
あ
る
い
は
景
観
を
代

表
す
る
優
れ
た
見
本
で
あ
る
こ
と

　
東
照
宮
の
本
社
と
輪
王
寺
大
猷
院
霊

廟
は
、「
権
現
造
」と
い
う
様
式
の
代
表

的
な
例
で
す
。近
世
日
本
の
神
社
や
霊
廟

の
建
築
の
見
本
と
な
り
、
多
大
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。ま
た
、
建
造
物
群
は

全
体
と
し
て
周
囲
の
景
観
と
一
体
と
な
っ

て
配
置
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
宗
教

的
建
築
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
③
普
遍
的
な
価
値
を
も
つ
出
来
事
、

伝
統
、
思
想
、
信
仰
、
芸
術
に
関
連
す

る
も
の

　
日
光
の
社
寺
の
中
で
東
照
宮
は
徳
川

家
康
の
神
霊
を
祀
る
神
社
と
し
て
、
幕

府
か
ら
神
領
が
寄
進
さ
れ
、
代
々
の
将

軍
の
社
参
、
朝
廷
か
ら
の
例
幣
使
の
派

遣
、
朝
鮮
通
信
使
参
詣
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。日
光
は
、
江
戸
時
代
の
政
治

体
制
を
支
え
る
重
要
な
歴
史
的
役
割
を

担
っ
た
場
所
と
い
え
ま
す
。ま
た
、
こ
れ

ら
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
は
、
山
や
森

を
神
格
化
す
る
日
本
独
特
の
神
道
思
想

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

【
日
光
東
照
宮
】

　
日
光
東
照
宮
は
、
国
宝
８
棟
と
重
要

文
化
財
34
棟
の
合
わ
せ
て
42
棟
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。「
権
現
造
」の

建
築
様
式
ほ
か
、
彫
刻
や
彩
色
な
ど
の

建
築
装
飾
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
最
高

水
準
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
要
な
建
物
群
は
表
参
道
か
ら
石
鳥

居
を
く
ぐ
っ
て
参
拝
す
る
陽
明
門
、
本

殿
、
奥
社
ま
で
の
間
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
神
橋
そ
ば
の
御
旅
所
、
浩
養
園

内
に
移
築
さ
れ
た
石
造
の
旧
奥
社
唐

門
・
鳥
居
、
石
鳥
居
の
東
側
の
仮
殿
建

築
群
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

【
日
光
山
輪
王
寺
】

　
日
光
山
輪
王
寺
の
登
録
建
造
物
は
38

を
捉
え
る
視
点
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ

た
概
念
と
さ
れ
ま
す
。「
日
光
の
社
寺
」で

は
遺
跡
と
し
て
文
化
的
景
観
が
形
成
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
内
容
は

①
江
戸
時
代
に
お
け
る
歴
史
的
役
割
を

果
た
し
た
日
光
山
内
　
②
宗
教
的
活
動

空
間
と
一
体
を
な
す
石
垣
、
階
段
、
参

道
な
ど
　
③
古
代
以
来
の
日
本
的
宗
教

空
間
を
継
承
す
る
山
や
森
な
ど
で
す
。

　
建
造
物
群
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
環

境
も
意
味
や
価
値
を
も
っ
て
お
り
、
一

緒
に
登
録
さ
れ
た
の
で
す
。

棟
あ
り
ま
す
。中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

本
堂（
三
仏
堂
）の
周
辺
と
三
代
将
軍
家

光
の
霊
廟
で
あ
る
大
猷
院
で
す
。大
猷
院

で
は
国
宝
の
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
な

ど
22
棟
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
光
発
祥
の
地
・
四
本
龍
寺
の
観
音

堂
と
三
重
塔
、
弘
法
大
師
が
建
立
し
た

と
さ
れ
る
児
玉
堂
、
天
海
大
僧
正
を
祀

る
慈
眼
堂
、
勝
道
上
人
を
祀
る
開
山
堂

も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
日
光
二
荒
山
神
社
】

　
日
光
二
荒
山
神
社
で
登
録
さ
れ
て
い

る
建
造
物
は
23
棟
で
、
す
べ
て
重
要
文

化
財
で
す
。神
橋
や
本
社
な
ど
の
ほ
か
境

内
末
社
に
位
置
す
る
朋
友
神
社
お
よ
び

日
枝
神
社
、
大
国
殿
や
別
宮
の
本
宮
神

社
と
滝
尾
神
社
の
主
だ
っ
た
建
物
も
登

録
さ
れ
ま
し
た
。本
宮
神
社
と
滝
尾
神

社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
地
の
東
端
と
北

端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

【
遺
跡（
文
化
的
景
観
）】

　
文
化
的
景
観
と
は
自
然
現
象
と
人
間

の
活
動
が
影
響
し
合
っ
て
形
成
さ
れ
た
環

境
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。世
界
遺
産

日
光
の
社
寺
と
は

”人
類
の
宝

　
“
世
界
遺
産

世界遺産日光
神
仏
習
合
の
聖
地「
日
光
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
文
化
遺
産
と
自
然
と
の
融
合
の
歴
史
〜

　
日
光
の
歴
史
は
、
勝
道
上

人
が
男
体
山
の
登
頂
を
決
意

し
、
大
谷
川
を
渡
り
、
四
本

龍
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。勝
道
上
人
は
２

度
の
失
敗
の
末
、
悲
願
を
達

成
し
山
頂
に
祠
を
作
り
ま
し

た
。さ
ら
に
中
禅
寺
湖
北
岸
に

神
宮
寺（
後
の
中
禅
寺
）を
建
立
す

る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
日
光
は
、
高
い
山
の
神
を

崇
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
を
観
音
浄

土
と
す
る
考
え
が
違
和
感
な
く
共
存
す

る「
神
仏
習
合
」の
も
と
、
信
仰
の
聖
地

「
日
光
山
」と
し
て
繁
栄
し
ま
す
。

　
戦
国
時
代
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
日
光

山
の
領
地
の
多
く
が
没
収
さ
れ
衰
退
し

ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
な
り
、
徳
川
家

康
が
日
光
山
の
領
地
を
安
堵
す
る
と
、

日
光
山
貫
主
に
任
じ
ら
れ
た
天
海
大
僧

正
は
そ
の
再
興
に
尽
力
し
ま
す
。

　
家
康
は「
日
光
山
に
自
分
を
祀
る
こ
と

に
よ
り
、
八
州
の
鎮
守
と
な
る
」と
い
う

遺
言
を
残
し
、
二
代
将
軍
秀
忠
は
東
照

社
を
建
立
し
ま
し
た
。三
代
将
軍
家
光
は
、

当
時
の
芸
術
の
粋
を
集
め
て
絢
爛
豪
華

な
社
殿
に
造
り
替
え
ま
し
た
。こ
れ
が
世

界
に
誇
る
現
在
の
日
光
東
照
宮
で
す
。日

光
は
東
照
宮
が
鎮
座
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。そ
の

後
、
家
光
の
霊
廟
と
し
て
大
猷
院
が
建

立
さ
れ
る
と
、
幕
府
の
さ
ら
な
る
庇
護

を
受
け
発
展
し
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
も
、
文
化
遺
産
と
豊
か
な

自
然
が
融
合
す
る
日
光
は
、
世
界
的
な

観
光
地
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

1
9
9
9（
平
成
11
）年
、「
日
光
の
社

寺
」は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
光
歴
史
年
表

〜
今
な
お
残
る
雄
大
な
自
然
は
、

　
　
　
　
　
　
　神
仏
の
住
む
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
〜

７
６
６
年
 

勝
道
上
人
四
本
龍
寺
創
建（
輪
王
寺
の
起
源
）

７
８
２
年
 

勝
道
上
人
男
体
山
初
登
頂

 

山
頂
に
神
祗
を
祀
る
（
二
荒
山
神
社
奥
宮
）

８
１
７
年
 

勝
道
上
人
入
寂

〜
天
下
統
一
を
成
し
遂
げ
た
将
軍
家
康
は
、
平
和
を
願
い
、

　
　
　
　こ
の
地
か
ら
日
本
を
守
る
神
に
な
り
た
い
と
願
っ
た
〜

１
６
１
６
年
 
徳
川
家
康
薨
去

１
６
１
７
年
 
二
代
将
軍
秀
忠
、
東
照
社
竣
工（
東
照
宮
の
起
源
）

 

久
能
山
か
ら
日
光
に
遷
座

１
６
３
４
年
 
三
代
将
軍
家
光
に
よ
る
東
照
社
の
大
造
替
工
事

 

始
ま
る
（
寛
永
の
大
造
替
）

１
６
３
6
年
 
東
照
社
の
大
造
替
完
了

１
６
４
５
年
 
東
照
社
に
宮
号
宣
下
さ
れ
、
東
照
宮
と
改
め
る
。

１
６
５
１
年
 
徳
川
家
光
薨
去

１
６
５
２
年
 
四
代
将
軍
家
綱
、
大
猷
院
廟
の
造
営
に
着
手

１
６
５
３
年
 
大
猷
院
廟
竣
工

〜
自
然
と
人
の
叡
智
が
つ
く
り
あ
げ
た
宝
物
を
守
る
〜

１
９
３
４
年
 
日
光
・
奥
鬼
怒
地
域
が
日
光
国
立
公
園
に

 

指
定
さ
れ
る
。

１
９
５
０
年
 
那
須
甲
子
・
塩
原
、
藤
原
、
栗
山
、
足
尾
の

 

四
地
域
が
日
光
国
立
公
園
に
追
加
さ
れ
る
。

１
９
９
９
年
 「
日
光
の
社
寺
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

２
０
０
５
年
 
戦
場
ヶ
原
な
ど
の「
奥
日
光
の
湿
原
」が

 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
原
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

〜
至
高
の
日
光
を
未
来
へ
届
け
る
た
め
に
〜

２
０
０
７
年
 
東
照
宮
、
輪
王
寺
お
よ
び
二
荒
山
神
社
に
て

 

平
成
の
大
修
理
が
始
ま
る
。

２
０
０
9
年
 
世
界
遺
産
登
録
　
周
年

２
０
１
２
年
 
男
体
山
開
山
１
２
３
０
年
祭

 

（
二
荒
山
神
社
中
宮
祠
）

２
０
１
５
年
 
東
照
宮
４
０
０
年
祭（
東
照
宮
）　

２
０
１
６
年
 
家
康
鎮
座
４
０
０
年（
東
照
宮
）

 

日
光
山
開
山
１
２
５
０
年（
輪
王
寺
）

２
０
１
９
年
 
平
成
の
大
修
理
完
了
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録
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【日光東照宮】
　日光東照宮は徳川家康の遺言に基づき、二代将軍秀忠により「東照社」として1617（元和3）年に建立されま

した。家康は江戸からほぼ真北の位置にある日光の地から、世の平和を見守ることを願ったのです。家康を

敬慕してやまない三代将軍家光は、１年５ヶ月の期間をかけ、延べ454万人の人員を投入して「寛永の大造

替」を行い、絢爛豪華な建物に建て替えました。現在残っている建造物の多くはこの時に造営されたものです。

精巧な彫刻に彩られた国宝の陽明門や本殿・石の間・拝殿など、随所に当時の最高水準の技術が用いられ

ています。

【家光廟大猷院】
　三代将軍家光の墓所が家光廟大猷院です。家康を

心から尊敬していた家光は、「自分の死後も東照大権

現に仕える」との遺言を残しました。現在、国宝と

なっている大猷院霊廟本殿、相の間、拝殿は、1653

（承応２）年に造営されたものです。建物は東照宮の

方向を向いており、ここにも家康を慕う心が表れて

います。

【神橋】
　日光を開くため大谷川を渡ろうとしていた勝道上人が、激流に阻

まれて難儀していたところ、深沙王の放った2匹の蛇が橋となって

渡ることができたという伝説が残っています。朱塗の美しい橋で国

の重要文化財に指定されています。また山口県錦帯橋、山梨県猿

橋とともに、日本三大奇橋の１つに数えられています。

二社一寺

【日光山輪王寺】
日光を開いた祖、勝道上人が766年に創建した四本龍寺を起源と
しています。平安時代には、坂上田村麻呂・弘法大師・慈覚大師
等の来山があり、山岳信仰の霊場として知られました。鎌倉期には
仁澄法親王が座主に就任しました。これが、当山の皇族座主の初
めであり、鎌倉将軍家の信仰と当時の隆盛が窺えます。その後、
豊臣秀吉による所領没収などにより衰退しますが、徳川将軍家の
信任の厚い天海大僧正が貫主となると、三代将軍家光の逝去の後
に霊廟大猷院が建立されました。また、皇族から座主を迎え「輪王
寺宮」と呼ばれ比叡山・東叡山・日光山を兼帯するに至りました。
明治を迎えると「神仏分離」により二社一寺に分かれてしまいますが、
巴快寛・落合源七を代表とした市民運動により、神仏習合の姿を
多く残し現在にいたります。

空
か
ら
見
る
世
界
遺
産

　
　
　
　
　〜
う
っ
そ
う
と
し
た
森
に
深
い
歴
史
が
息
づ
く
〜

【日光二荒山神社】
　霊峰とあがめられた二荒山（男体山）が名前の由来です。勝道上人は

辛苦の末に登頂を果たし、二荒山神社のもととなる祠を築きました。山

岳信仰の興隆の中で、男体山、女峰山、太郎山の三山の神を大己貴命、

田心姫命、味耜高彦根命とみなして三神が祀られるようになり、日光

三社権現とも呼ばれました。本社の本殿は二代将軍秀忠が1619

（元和5）年に造営・寄進したものです。

登録資産および緩衝地帯
　登録資産の範囲は、日光山内にある二社一寺お

よびこれらの建造物群を取り巻く「遺跡」です。

　登録遺産の周辺には、それを取り巻く環境や雰

囲気をも保護するために、緩衝地帯が設けられて

います。

おおなむちのみこと

さんじゃごんげん

たごりひめのみこと あじすきたかひこねのみこと にっこう

日光二荒山神社日光二荒山神社

日光東照宮日光東照宮

日光山輪王寺日光山輪王寺

家光廟大猷院家光廟大猷院

慈眼堂慈眼堂

三仏堂三仏堂

陽明門陽明門

五重塔五重塔

奥社奥社
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260年もの間続いた江戸幕府の礎は家康によって築かれた。家康は死後も日光から平和を見守っている。

上神庫に２頭の大きな象の彫刻｢想像の象｣がある。春と秋の大祭で行われる｢百物揃千人武者行列｣。

石鳥居をくぐり左手にある高さ約36メートルの五重塔。 神厩の外壁上部には三猿で知られる彫刻が刻まれている。

宝塔に納められているのは家康の神柩（しんきゅう）。修理を終え美しい色彩を見せる透塀。

陽明門をくぐると正面にある国宝の唐門。
東照宮の数ある彫刻のなかで最も有名な彫刻「眠り猫」。

国宝陽明門近影。彫刻は陽明門だけで500を超える。

 【
神
厩
・
三
猿
】（
重
文
）

　
神
様
に
仕
え
る
神
馬
の
い
る
場
所
が

神
厩
。
東
照
宮
の
中
で
は
唯
一
の
素
木

造
で
当
時
の
武
家
の
殿
舎
に
設
け
ら
れ

た
馬
屋
の
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
押

（
な
げ
し
）に
は
、「
見
ザ
ル
」「
言
わ
ザ

ル
」「
聞
か
ザ
ル
」の
彫
刻
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
猿
の
一
生
を
描
き
な
が
ら
、
人

と
し
て
歩
む
べ
き
道
を
説
い
て
い
ま
す
。

四
百
年
の
と
き
を
超
え  

〜
平
和
へ
の
願
い
〜

５
１
０
０
体
を
超
え
る
精
密
な
彫
刻
群

 

　
徳
川
家
康
は
、
自
ら
の
死
後
、
日
光

の
地
に
小
さ
な
堂
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

神
と
し
て
祀
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
の
遺

言
を
残
し
ま
し
た
。
八
州
の
鎮
守
と

な
っ
て
世
の
平
安
を
見
守
ろ
う
と
の
思

い
で
し
た
。
初
め
は
東
照
社
と
名
付
け

ら
れ
た
社
殿
で
し
た
が
、
三
代
将
軍
家

光
は
こ
れ
を
絢
爛
豪
華
な
社
殿（
現
在

の
東
照
宮
）に
造
り
替
え
、
そ
の
後
、

朝
廷
よ
り
東
照
宮
の
宮
号
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
日
光
東
照
宮
は
2
0
1
5（
平
成

27
）年
に
4
0
0
年
祭
を
迎
え
ま
し
た
。

東
照
宮
に
は
家
康
の
平
和
へ
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
彫
刻
な
ど
随
所
に

そ
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
へ
の

願
い
は
こ
れ
か
ら
も
未
来
に
受
け
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。

日光東照宮

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
創
建
以
来
一

度
も
開
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宝
塔
の

傍
ら
に
は
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
と

い
わ
れ
る
叶
杉（
か
の
う
す
ぎ
）が
あ
り

ま
す
。　

　
東
照
宮
に
は
こ
れ
以
外
に
も
数
多

く
の
貴
重
な
建
造
物
が
あ
り
、
全
体

で
５
１
０
０
体
を
超
え
る
彫
刻
が
あ

り
ま
す
。
一
体
一
体
趣
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

先
人
の
英
知
の
結
晶
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

し
で
あ
る
と
の
家
康
の
願
い
が
こ
こ
に
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
建
物
の
軸
と
な
る
柱
や
梁
に
も
牡
丹

唐
草
な
ど
の
文
様
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
貝
殻
を
す
り
つ
ぶ
し
て
作
っ
た

白
い
顔
料
で
あ
る
胡
粉
を
塗
っ
た
12
本

の
柱
に
は
、
グ
リ
紋
と
呼
ば
れ
る
渦
巻

き
状
の
地
紋
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
門

を
く
ぐ
り
終
わ
る
左
側
の
柱
だ
け
は
グ

リ
紋
の
向
き
が
異
な
り
、「
魔
除
け
の
逆

柱
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 【
唐
門
・
透
塀
】（
国
宝
）

　
本
社
の
正
門
が
唐
門
で
す
。
江
戸

時
代
に
は「
御
目
見
得（
お
め
み
え
）」

と
い
う
将
軍
に
拝
謁
で
き
る
身
分
以
上

の
幕
臣
や
大
名
だ
け
が
通
行
で
き
ま
し

た
。
今
で
も
正
月
や
大
祭
な
ど
限
ら

れ
た
時
に
し
か
使
い
ま
せ
ん
。
こ
の
唐

門
か
ら
左
右
に
伸
び
て
本
社
を
囲
ん
で

い
る
の
が
透
塀
で
総
延
長
は
１
６
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
塀
の
全
体
に
彫
刻
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
唐
門
と
透
塀
は
平
成
の
大
修
理
が
終
わ

り
、
美
し
い
色
彩
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

 【
陽
明
門
】（
国
宝
）

　
日
光
で
最
も
有
名
な
建
築
と
も
い
え

る
陽
明
門
は
、
１
６
３
６（
寛
永
13
）年

に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期

の
彫
刻
、
錺
金
具（
か
ざ
り
か
な
ぐ
）、

彩
色
な
ど
の
工
芸
、
装
飾
技
術
が
す
べ

て
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
中
見
て
い
て
も
見

飽
き
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
別
名「
日

暮
ら
し
門
」と
も
呼
ば
れ
、
国
宝
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
陽
明
門
に
は
５
０
０
を
超
え
る
彫
刻

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
麒
麟
、
竜
、
竜

馬
、
唐
獅
子
な
ど
の
霊
獣
と
呼
ば
れ
る

想
像
上
の
動
物
を
は
じ
め
、
人
物
や
菊
、

牡
丹
な
ど
、
色
鮮
や
か
で
精
密
な
作
品

群
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
唐
子
遊
び
」と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
を

描
い
た
20
の
彫
刻
の
中
に
は
、
腕
力
の

あ
る
子
が
弱
い
子
を
い
じ
め
た
り
、
そ

れ
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
が
見

ら
れ
ま
す
。
鬼
ご
っ
こ
や
雪
だ
る
ま
、

竹
馬
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
様
子
も
見
て

取
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
暮
ら
せ
る
こ
と
こ
そ
が
平
和
の
あ
か

 【
五
重
塔
】（
重
文
）

　
１
６
５
０（
慶
安
３
）年
、
若
狭（
福

井
県
）の
小
浜
藩
主
、
酒
井
忠
勝
の
寄

進
に
よ
っ
て
最
初
の
五
重
塔
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
１
８
１
５（
文
化
12
）年

に
火
事
で
焼
失
し
、
１
８
１
８（
文
政

元
）年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
は

約
36
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
内
部
は
吹

き
抜
け
に
な
っ
て
い
て
、
心
柱
を
四
層

か
ら
鎖
で
吊
り
下
げ
、
最
下
部
は
礎
石

か
ら
10
セ
ン
チ
ほ
ど
浮
い
て
い
る
構
造

で
す
。
こ
れ
は
、
年
を
経
て
木
材
が
縮

ん
だ
り
、
重
み
で
屋
根
が
沈
ん
だ
り
し

て
も
、
心
柱
が
下
が
る
こ
と
で
隙
間
が

で
き
に
く
い
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、
心

柱
を
塔
身
か
ら
構
造
上
分
離
さ
せ
る
こ

と
で
免
震
の
機
能
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
日
本
古
来
の
構
造
は
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
に
応
用
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
層
目
の
周
り
に
は
十
二
支
の
動
物

の
彫
刻
が
あ
り
、
そ
の
正
面
の
東
側
に

は
家
康
、
秀
忠
、
家
光
の
干
支
で
あ
る

寅
、
卯
、
辰
が
並
び
ま
す
。

 【
三
神
庫
・
想
像
の
象
】（
重
文
）

　
表
門
を
入
る
と
上
神
庫
、
中
神
庫
、

下
神
庫
の
３
棟
の
建
物
が
並
ん
で
い
ま

す
。「
校
倉
造
」の
外
観
を
模
し
て
お

り
、
春
秋
の
渡
御
祭（
百
物
揃
千
人
武

者
行
列
）に
使
わ
れ
る
装
束
や
流
鏑
馬

の
武
具
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
神
庫
の
側
面
に
は
２
頭
の「
象
」の
彫

刻
が
あ
り
ま
す
が
、
狩
野
探
幽
が
想

像
で
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

「
想
像
の
象
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

 【
本
殿
・
石
の
間
・
拝
殿
】（
国
宝
）

　
本
殿
、
石
の
間
、
拝
殿
が
工
の
字
形

に
配
置
さ
れ
て
い
る
本
社
は
、
東
照
宮

の
中
心
と
な
る
建
物
で
す
。
神
社
建
築

様
式
の「
権
現
造
」の
完
成
形
で
、
国
宝

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
拝
殿
の
天
井
に
は
狩
野
探
幽
と
一
門

に
よ
っ
て
、
１
０
０
頭
の
竜
が
描
か
れ

て
お
り
、
１
頭
ず
つ
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。
間
仕
切
り
戸
も
探
幽
の
作

で
、
入
口
か
ら
見
て
、
右
に
麒
麟
、
左

に
白
沢
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
神
の
世
界
で
あ
る
本
殿
と
人
の
世
界

で
あ
る
拝
殿
は
、
石
の
間
で
つ
な
が
れ
て

い
ま
す
。
本
殿
は
東
照
宮
の
中
で
も
最

も
神
聖
な
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
幣

殿（
外
陣
）、
内
陣
、
内
々
陣
の
３
室
か

ら
成
っ
て
い
て
、
一
番
奥
の
内
々
陣
に
神

霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
の
扉
の

上
に
並
ん
で
い
る
の
は
獏
の
彫
刻
。
獏

は
鉄
や
銅
を
食
べ
、
戦
争
に
な
る
と
、

そ
れ
ら
が
な
く
な
っ
て
生
き
ら
れ
な
く

な
る
と
さ
れ
ま
す
。
獏
が
生
き
ら
れ
る

の
は
戦
争
が
な
い
世
の
中
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
、
こ
こ
に
も
平
和
へ
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

 【
眠
り
猫
】（
国
宝
）

　
東
回
廊
の
奥
社
参
道
の
入
り
口
に
あ

る
の
が
有
名
な
眠
り
猫
で
す
。
左
甚
五

郎
の
作
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
真
裏
に
は

雀
の
彫
刻
が
あ
り
、
猫
と
雀
が
共
存
共

栄
で
き
る
ほ
ど
平
和
で
あ
る
と
の
意
味

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

 【
奥
社
宝
塔
】（
重
文
）

　
奥
社
は
家
康
の
墓
所
で
す
。
銅
鳥
居
、

銅
神
庫
、
拝
殿
、
鋳
抜
門（
い
ぬ
き
も

ん
）、
宝
塔
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
宝
塔

に
は
家
康
の
神
柩（
し
ん
き
ゅ
う
）が
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260年もの間続いた江戸幕府の礎は家康によって築かれた。家康は死後も日光から平和を見守っている。

上神庫に２頭の大きな象の彫刻｢想像の象｣がある。春と秋の大祭で行われる｢百物揃千人武者行列｣。

石鳥居をくぐり左手にある高さ約36メートルの五重塔。 神厩の外壁上部には三猿で知られる彫刻が刻まれている。

宝塔に納められているのは家康の神柩（しんきゅう）。修理を終え美しい色彩を見せる透塀。

陽明門をくぐると正面にある国宝の唐門。
東照宮の数ある彫刻のなかで最も有名な彫刻「眠り猫」。

国宝陽明門近影。彫刻は陽明門だけで500を超える。

 【
神
厩
・
三
猿
】（
重
文
）

　
神
様
に
仕
え
る
神
馬
の
い
る
場
所
が

神
厩
。
東
照
宮
の
中
で
は
唯
一
の
素
木

造
で
当
時
の
武
家
の
殿
舎
に
設
け
ら
れ

た
馬
屋
の
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
押

（
な
げ
し
）に
は
、「
見
ザ
ル
」「
言
わ
ザ

ル
」「
聞
か
ザ
ル
」の
彫
刻
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
猿
の
一
生
を
描
き
な
が
ら
、
人

と
し
て
歩
む
べ
き
道
を
説
い
て
い
ま
す
。

四
百
年
の
と
き
を
超
え  

〜
平
和
へ
の
願
い
〜

５
１
０
０
体
を
超
え
る
精
密
な
彫
刻
群

 

　
徳
川
家
康
は
、
自
ら
の
死
後
、
日
光

の
地
に
小
さ
な
堂
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

神
と
し
て
祀
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
の
遺

言
を
残
し
ま
し
た
。
八
州
の
鎮
守
と

な
っ
て
世
の
平
安
を
見
守
ろ
う
と
の
思

い
で
し
た
。
初
め
は
東
照
社
と
名
付
け

ら
れ
た
社
殿
で
し
た
が
、
三
代
将
軍
家

光
は
こ
れ
を
絢
爛
豪
華
な
社
殿（
現
在

の
東
照
宮
）に
造
り
替
え
、
そ
の
後
、

朝
廷
よ
り
東
照
宮
の
宮
号
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
日
光
東
照
宮
は
2
0
1
5（
平
成

27
）年
に
4
0
0
年
祭
を
迎
え
ま
し
た
。

東
照
宮
に
は
家
康
の
平
和
へ
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
彫
刻
な
ど
随
所
に

そ
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
へ
の

願
い
は
こ
れ
か
ら
も
未
来
に
受
け
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。

日光東照宮

納
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
創
建
以
来
一

度
も
開
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宝
塔
の

傍
ら
に
は
願
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
と

い
わ
れ
る
叶
杉（
か
の
う
す
ぎ
）が
あ
り

ま
す
。　

　
東
照
宮
に
は
こ
れ
以
外
に
も
数
多

く
の
貴
重
な
建
造
物
が
あ
り
、
全
体

で
５
１
０
０
体
を
超
え
る
彫
刻
が
あ

り
ま
す
。
一
体
一
体
趣
が
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

先
人
の
英
知
の
結
晶
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

し
で
あ
る
と
の
家
康
の
願
い
が
こ
こ
に
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
建
物
の
軸
と
な
る
柱
や
梁
に
も
牡
丹

唐
草
な
ど
の
文
様
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
貝
殻
を
す
り
つ
ぶ
し
て
作
っ
た

白
い
顔
料
で
あ
る
胡
粉
を
塗
っ
た
12
本

の
柱
に
は
、
グ
リ
紋
と
呼
ば
れ
る
渦
巻

き
状
の
地
紋
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
門

を
く
ぐ
り
終
わ
る
左
側
の
柱
だ
け
は
グ

リ
紋
の
向
き
が
異
な
り
、「
魔
除
け
の
逆

柱
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 【
唐
門
・
透
塀
】（
国
宝
）

　
本
社
の
正
門
が
唐
門
で
す
。
江
戸

時
代
に
は「
御
目
見
得（
お
め
み
え
）」

と
い
う
将
軍
に
拝
謁
で
き
る
身
分
以
上

の
幕
臣
や
大
名
だ
け
が
通
行
で
き
ま
し

た
。
今
で
も
正
月
や
大
祭
な
ど
限
ら

れ
た
時
に
し
か
使
い
ま
せ
ん
。
こ
の
唐

門
か
ら
左
右
に
伸
び
て
本
社
を
囲
ん
で

い
る
の
が
透
塀
で
総
延
長
は
１
６
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
塀
の
全
体
に
彫
刻
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
唐
門
と
透
塀
は
平
成
の
大
修
理
が
終
わ

り
、
美
し
い
色
彩
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

 【
陽
明
門
】（
国
宝
）

　
日
光
で
最
も
有
名
な
建
築
と
も
い
え

る
陽
明
門
は
、
１
６
３
６（
寛
永
13
）年

に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
初
期

の
彫
刻
、
錺
金
具（
か
ざ
り
か
な
ぐ
）、

彩
色
な
ど
の
工
芸
、
装
飾
技
術
が
す
べ

て
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
中
見
て
い
て
も
見

飽
き
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
別
名「
日

暮
ら
し
門
」と
も
呼
ば
れ
、
国
宝
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
陽
明
門
に
は
５
０
０
を
超
え
る
彫
刻

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
麒
麟
、
竜
、
竜

馬
、
唐
獅
子
な
ど
の
霊
獣
と
呼
ば
れ
る

想
像
上
の
動
物
を
は
じ
め
、
人
物
や
菊
、

牡
丹
な
ど
、
色
鮮
や
か
で
精
密
な
作
品

群
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
唐
子
遊
び
」と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
を

描
い
た
20
の
彫
刻
の
中
に
は
、
腕
力
の

あ
る
子
が
弱
い
子
を
い
じ
め
た
り
、
そ

れ
を
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
が
見

ら
れ
ま
す
。
鬼
ご
っ
こ
や
雪
だ
る
ま
、

竹
馬
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
様
子
も
見
て

取
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
暮
ら
せ
る
こ
と
こ
そ
が
平
和
の
あ
か

 【
五
重
塔
】（
重
文
）

　
１
６
５
０（
慶
安
３
）年
、
若
狭（
福

井
県
）の
小
浜
藩
主
、
酒
井
忠
勝
の
寄

進
に
よ
っ
て
最
初
の
五
重
塔
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
１
８
１
５（
文
化
12
）年

に
火
事
で
焼
失
し
、
１
８
１
８（
文
政

元
）年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
は

約
36
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
内
部
は
吹

き
抜
け
に
な
っ
て
い
て
、
心
柱
を
四
層

か
ら
鎖
で
吊
り
下
げ
、
最
下
部
は
礎
石

か
ら
10
セ
ン
チ
ほ
ど
浮
い
て
い
る
構
造

で
す
。
こ
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は
、
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を
経
て
木
材
が
縮

ん
だ
り
、
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で
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沈
ん
だ
り
し

て
も
、
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下
が
る
こ
と
で
隙
間
が

で
き
に
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仕
組
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で
す
。
ま
た
、
心

柱
を
塔
身
か
ら
構
造
上
分
離
さ
せ
る
こ

と
で
免
震
の
機
能
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
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日
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。
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あ
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、
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光
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る
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が
収
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ま
す
。
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の
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が
あ
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ま
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の
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に
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で
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右
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が
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て
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の
で
す
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に
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が
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猫
で
す
。
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作
と
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え
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れ
ま
す
。
真
裏
に
は
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の
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が
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り
、
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と
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が
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ど
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と
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る
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。
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山岳修験道のなごりを残す、強飯式の様子。

東日本で最大の木造建築物でもある三仏堂。

大猷院本殿　本殿の殿内は金箔をふんだんに使い、様々な彫刻にあふれる。春を告げる弥生祭、付祭の様子。簡素なたたずまいをみせる滝尾神社。中央が縁結びの笹。

重要文化財の神橋。1636（寛永13）年の修復の際、現在のような朱塗の美しい橋になった。

　
日
光
二
荒
山
神
社
は
、
日
光
の
山

岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て
古
く
か
ら
崇

拝
さ
れ
、
特
に
中
世
に
は
多
数
の
社

殿
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
江

戸
時
代
に
な
る
と
徳
川
幕
府
に
よ
っ

て
新
し
く
本
殿
や
社
殿
が
造
営
さ
れ

ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
殿
裏
に
は
三

本
杉
の
巨
木
が
あ
り
、
田
心
姫
命
が
降

臨
し
た
と
さ
れ
る
石
柵
を
巡
ら
せ
た
一

角
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宝
が
授
か

る
と
い
う「
子
種
石
」や「
縁
結
び
の
笹
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
二
荒
山
神
社
に
は
ほ
か
に
も
御
神
木
、

日
枝
神
社
、
大
国
殿
な
ど
見
逃
せ
な
い

場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

す
が
、
日
光
で
は
現
存
す
る
中
で
最

古
の
建
物
で
す
。
内
部
に
は
弥
生
祭
で

渡
御
す
る
３
基
の
神
輿
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

 【
別
宮
本
宮
神
社
】（
重
文
）

　
大
谷
川
と
稲
荷
川
の
合
流
点
付
近
に

あ
り
、
祭
神
は
味
耜
高
彦
根
命（
あ
じ

す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
み
こ
と
）で
す
。
８

０
８（
大
同
３
）年
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
、
現
在
地
に
移
っ
た
後
も
幾
度

か
火
災
な
ど
で
焼
失
し
、
そ
の
後
に
再

建
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
殿
は
三
間
社

流
造
で
銅
瓦
葺
き
。
拝
殿
と
と
も
に
全

体
に
簡
素
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

 【
別
宮
滝
尾
神
社
】（
重
文
）

　
二
荒
山
神
社
本
社
か
ら
北
西
に
約
１

キ
ロ
。
う
っ
そ
う
と
し
た
山
中
に
あ
り

ま
す
。
本
殿
、
唐
門
は
と
も
に
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は

田
心
姫
命（
た
ご
り
ひ
め
の
み
こ
と
）で
、

本
殿
の
背
面
の
扉
か
ら
女
峰
山
を
拝
す

日
光
に
宿
る
神
秘
の
力

　〜
今
に
伝
え
る
〜

 【
本
殿
】（
重
文
）

　
本
殿
は
１
６
１
９（
元
和
５
）年
、
二

代
将
軍
秀
忠
が
造
営
寄
進
し
た
も
の
で

す
。
安
土
桃
山
様
式
の
美
し
い
八
棟
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
層
入
母
屋
の
反

り
屋
根
造
で
黒
漆
塗
の
銅
瓦
葺
き
。
社

殿
の
正
面
階
段
の
上
に
向
拝（
ひ
さ
し
）

が
張
り
出
し
、
正
面
に
は
千
鳥
破
風

（
屋
根
の
斜
面
に
取
り
付
け
た
装
飾
用
の

三
角
形
の
破
風
）、
向
拝
軒
唐
破
風
が
つ

い
て
い
ま
す
。
屋
根
の
葺
き
替
え
や
塗

装
の
塗
り
替
え
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、

基
本
的
に
は
造
営
し
た
時
の
ま
ま
で
、

当
時
の
建
築
様
式
を
よ
く
残
し
て
い

ま
す
。

 【
拝
殿
】（
重
文
）

　
神
門
を
く
ぐ
っ
た
正
面
の
場
所
に
あ

り
ま
す
。
単
層
入
母
屋
、
反
り
屋
根
造

で
、
黒
漆
塗
の
銅
瓦
葺
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。
総
弁
柄
漆
塗
で
回
り
縁
が
つ
い
て

い
ま
す
。
拝
殿
の
奥
は
石
段
で
下
り
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
渡
り
廊
下
で
唐
門

を
く
ぐ
っ
て
本
殿
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

本
殿
と
は
異
な
り
、
彩
色
文
様
や
彫
刻

も
な
く
、
単
純
な
つ
く
り
な
が
ら
力
強

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

 【
神
橋
】（
重
文
）

　
勝
道
上
人
が
日
光
を
開
山
す
る
時
に
、

蛇
が
化
身
し
て
橋
と
な
り
、
大
谷
川
を

渡
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
伝
説
が
残
り

ま
す
。

　
神
橋
は
1
6
3
6（
寛
永
13
）年
に
現

在
の
よ
う
な
朱
塗
の
美
し
い
橋
に
な
り

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
14
回
の
修

理
・
架
け
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
9
0
2（
明
治
35
）年
の
洪
水
で
も

流
失
し
、
元
の
形
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

 【
神
輿
舎
】（
重
文
）

　
拝
殿
の
西
側
に
位
置
し
、
拝
殿
に

向
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
６
１

７（
元
和
３
）年
に
東
照
宮
の
仮
殿
の

拝
殿
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

寛
永
年
間
に
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
素
木
造
の
簡
素
な
つ
く
り
で

神
仏
が
共
に
刻
ん
だ
歴
史

　〜
い
に
し
え
の
日
光
山
〜

　
輪
王
寺
は
日
光
を
開
山
し
た
勝
道
上

人
に
よ
る
四
本
龍
寺
を
起
源
と
し
て
い
ま

す
。
後
に
満
願
寺
の
寺
号
を
賜
り
、
日

光
山
の
中
心
的
な
寺
院
と
し
て
発
展
し
、

江
戸
時
代
に
東
照
宮
・
大
猷
院
が
造
営

さ
れ
る
と
、
日
光
山
は
幕
府
の
尊
崇
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て

混
乱
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 【
三
仏
堂
】（
重
文
）

　
日
光
の
三
山（
男
体
山
、
女
峰
山
、

太
郎
山
）を
御
神
体
と
み
る
山
岳
信
仰

と
の
習
合
に
よ
り
、
そ
の
本
地
仏
の
千

手
観
音（
男
体
山
）、
阿
弥
陀
如
来（
女

峰
山
）、
馬
頭
観
音（
太
郎
山
）が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
慈
覚
大
師
円
仁
が
比
叡

山
の
根
本
中
堂
を
模
し
て
建
立
し
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
創
建
当

時
は
滝
尾
神
社
近
く
に
あ
り
ま
し
た
が
、

鎌
倉
三
代
将
軍
源
実
朝
に
よ
っ
て

 【
唐
門
】（
重
文
）

　
唐
門
は
中
国
風
の
門
と
い
う
こ
と

で
す
。
向
唐
門
の
様
式
で
屋
根
の
前

後
の
軒
は
唐
破
風
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
大
猷
院
の
中
で
は
一
番
小
さ
な

門
で
す
が
、
細
か
い
地
紋
彫
の
彫
刻

や
透
彫
の
錺
金
具
な
ど
、
一
面
に
施

さ
れ
た
細
か
く
精
巧
な
細
工
は
見
事

で
す
。

　
三
代
将
軍
家
光
の
霊
廟
が
大
猷
院
で

す
。
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
は
、
１
６

５
３（
承
応
2
）年
に
造
営
さ
れ
た
も
の

で
、
東
照
宮
と
同
じ「
権
現
造
」で
す
。

第
一
級
の
技
術
者
の
手
に
よ
る
江
戸
時

代
初
期
の
代
表
的
な
建
築
で
、
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫
刻
、
漆
塗
、

彩
色
、
錺
金
具
な
ど
の
建
築
装
飾
に
優

れ
て
お
り
、
目
立
た
な
い
部
分
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
照
宮
が
白
と
金
を
基
調
に
し
て
い

る
の
に
対
し
、
大
猷
院
は
金
と
黒
を
基

本
と
し
て
お
り
、
金
箔
も
東
照
宮
よ
り

赤
み
が
か
っ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

 【
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
】（
国
宝
）

　
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
は
、
連
な
っ

た
建
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
間
に
は

仕
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
拝
殿
か
ら
本

殿
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

拝
殿
は
64
畳
の
広
さ
が
あ
り
、
天
井
に

描
か
れ
た
１
４
０
も
の
竜
は
、
狩
野
一

門
の
作
と
い
わ
れ
ま
す
。
拝
殿
と
本
殿

を
結
ぶ
の
が
相
の
間
。
格
天
井
に
は
鳳

凰
が
描
か
れ
、
本
殿
と
の
境
に
は
降
竜
、

昇
竜
の
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
本
殿
。
殿
内
は
金
色
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
に
あ

ふ
れ
、
金
閣
殿
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 【
夜
叉
門
】（
重
文
）

　
夜
叉
門
は
八
御
門
の
様
式
で
屋
根
の

前
後
の
軒
は
唐
破
風
形
。
牡
丹
唐
草
の

彫
刻
で
飾
ら
れ
、「
牡
丹
門
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柱
に
は
胡
麻
殻

の
面
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
面
左
右

の
間
に
赤
と
緑
、
背
面
に
白
と
青
色
の

夜
叉
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
東
照
宮
の
位
置
に
、
さ
ら
に
東

照
宮
創
建
に
よ
っ
て
現
在
の
二
荒
山
神

社
付
近
に
移
り
、
明
治
の
神
仏
分
離
に

よ
っ
て
今
の
場
所
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　「
平
成
の
大
修
理
」に
よ
り
、
半
解
体

修
理
さ
れ
、
荘
厳
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

 【
開
山
堂
】（
重
文
）

　
日
光
を
開
い
た
勝
道
上
人
を
祀
る
霊

廟
で
す
。
１
７
２
０（
享
保
５
）年
ご
ろ

に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
重
層
宝
形
造
、

総
弁
柄
朱
漆
塗
の
建
物
で
す
。
木
造
の

本
尊
地
蔵
菩
薩
、
勝
道
上
人
座
像
が
安

置
さ
れ
、
毎
年
４
月
１
日
に
は
開
山
会

法
要
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
開
山
堂
の

裏
に
、
五
輪
の
塔
が
立
つ
勝
道
上
人
の

墓
が
あ
り
ま
す
。

　
輪
王
寺
に
は
ほ
か
に
も
多
数
の
貴
重

な
建
造
物
が
あ
り
、
見
飽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

 【
皇
嘉
門
】（
重
文
）

　
皇
嘉
門
は
非
公
開
の
奥
の
院（
家
光
の

墓
所
）へ
通
じ
る
入
口
に
あ
る
門
で
す
。

中
国
・
明
朝
時
代
の「
竜
宮
造
」の
建
築

様
式
で
す
。「
竜
宮
門
」と
も
呼
ば
れ
、

他
の
門
と
は
印
象
が
異
な
り
ま
す
。
外

側
は
極
彩
色
で
彩
ら
れ
、
腰
壁
は
密
陀

塗
と
い
う
特
殊
な
技
法
で
白
色
に
塗
ら

れ
て
い
ま
す
。

日光二荒山神社 日光山輪王寺

家
光
を
祀
る
霊
廟

　〜
大
猷
院
〜
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山岳修験道のなごりを残す、強飯式の様子。

東日本で最大の木造建築物でもある三仏堂。

大猷院本殿　本殿の殿内は金箔をふんだんに使い、様々な彫刻にあふれる。春を告げる弥生祭、付祭の様子。簡素なたたずまいをみせる滝尾神社。中央が縁結びの笹。

重要文化財の神橋。1636（寛永13）年の修復の際、現在のような朱塗の美しい橋になった。

　
日
光
二
荒
山
神
社
は
、
日
光
の
山

岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て
古
く
か
ら
崇

拝
さ
れ
、
特
に
中
世
に
は
多
数
の
社

殿
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
江

戸
時
代
に
な
る
と
徳
川
幕
府
に
よ
っ

て
新
し
く
本
殿
や
社
殿
が
造
営
さ
れ

ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
殿
裏
に
は
三

本
杉
の
巨
木
が
あ
り
、
田
心
姫
命
が
降

臨
し
た
と
さ
れ
る
石
柵
を
巡
ら
せ
た
一

角
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宝
が
授
か

る
と
い
う「
子
種
石
」や「
縁
結
び
の
笹
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
二
荒
山
神
社
に
は
ほ
か
に
も
御
神
木
、

日
枝
神
社
、
大
国
殿
な
ど
見
逃
せ
な
い

場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

す
が
、
日
光
で
は
現
存
す
る
中
で
最

古
の
建
物
で
す
。
内
部
に
は
弥
生
祭
で

渡
御
す
る
３
基
の
神
輿
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

 【
別
宮
本
宮
神
社
】（
重
文
）

　
大
谷
川
と
稲
荷
川
の
合
流
点
付
近
に

あ
り
、
祭
神
は
味
耜
高
彦
根
命（
あ
じ

す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
み
こ
と
）で
す
。
８

０
８（
大
同
３
）年
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
、
現
在
地
に
移
っ
た
後
も
幾
度

か
火
災
な
ど
で
焼
失
し
、
そ
の
後
に
再

建
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
殿
は
三
間
社

流
造
で
銅
瓦
葺
き
。
拝
殿
と
と
も
に
全

体
に
簡
素
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。

 【
別
宮
滝
尾
神
社
】（
重
文
）

　
二
荒
山
神
社
本
社
か
ら
北
西
に
約
１

キ
ロ
。
う
っ
そ
う
と
し
た
山
中
に
あ
り

ま
す
。
本
殿
、
唐
門
は
と
も
に
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は

田
心
姫
命（
た
ご
り
ひ
め
の
み
こ
と
）で
、

本
殿
の
背
面
の
扉
か
ら
女
峰
山
を
拝
す

日
光
に
宿
る
神
秘
の
力

　〜
今
に
伝
え
る
〜

 【
本
殿
】（
重
文
）

　
本
殿
は
１
６
１
９（
元
和
５
）年
、
二

代
将
軍
秀
忠
が
造
営
寄
進
し
た
も
の
で

す
。
安
土
桃
山
様
式
の
美
し
い
八
棟
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
層
入
母
屋
の
反

り
屋
根
造
で
黒
漆
塗
の
銅
瓦
葺
き
。
社

殿
の
正
面
階
段
の
上
に
向
拝（
ひ
さ
し
）

が
張
り
出
し
、
正
面
に
は
千
鳥
破
風

（
屋
根
の
斜
面
に
取
り
付
け
た
装
飾
用
の

三
角
形
の
破
風
）、
向
拝
軒
唐
破
風
が
つ

い
て
い
ま
す
。
屋
根
の
葺
き
替
え
や
塗

装
の
塗
り
替
え
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、

基
本
的
に
は
造
営
し
た
時
の
ま
ま
で
、

当
時
の
建
築
様
式
を
よ
く
残
し
て
い

ま
す
。

 【
拝
殿
】（
重
文
）

　
神
門
を
く
ぐ
っ
た
正
面
の
場
所
に
あ

り
ま
す
。
単
層
入
母
屋
、
反
り
屋
根
造

で
、
黒
漆
塗
の
銅
瓦
葺
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。
総
弁
柄
漆
塗
で
回
り
縁
が
つ
い
て

い
ま
す
。
拝
殿
の
奥
は
石
段
で
下
り
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
渡
り
廊
下
で
唐
門

を
く
ぐ
っ
て
本
殿
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

本
殿
と
は
異
な
り
、
彩
色
文
様
や
彫
刻

も
な
く
、
単
純
な
つ
く
り
な
が
ら
力
強

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

 【
神
橋
】（
重
文
）

　
勝
道
上
人
が
日
光
を
開
山
す
る
時
に
、

蛇
が
化
身
し
て
橋
と
な
り
、
大
谷
川
を

渡
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
伝
説
が
残
り

ま
す
。

　
神
橋
は
1
6
3
6（
寛
永
13
）年
に
現

在
の
よ
う
な
朱
塗
の
美
し
い
橋
に
な
り

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
14
回
の
修

理
・
架
け
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
9
0
2（
明
治
35
）年
の
洪
水
で
も

流
失
し
、
元
の
形
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

 【
神
輿
舎
】（
重
文
）

　
拝
殿
の
西
側
に
位
置
し
、
拝
殿
に

向
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
６
１

７（
元
和
３
）年
に
東
照
宮
の
仮
殿
の

拝
殿
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

寛
永
年
間
に
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ

ま
し
た
。
素
木
造
の
簡
素
な
つ
く
り
で

神
仏
が
共
に
刻
ん
だ
歴
史

　〜
い
に
し
え
の
日
光
山
〜

　
輪
王
寺
は
日
光
を
開
山
し
た
勝
道
上

人
に
よ
る
四
本
龍
寺
を
起
源
と
し
て
い
ま

す
。
後
に
満
願
寺
の
寺
号
を
賜
り
、
日

光
山
の
中
心
的
な
寺
院
と
し
て
発
展
し
、

江
戸
時
代
に
東
照
宮
・
大
猷
院
が
造
営

さ
れ
る
と
、
日
光
山
は
幕
府
の
尊
崇
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
政
府
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て

混
乱
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

 【
三
仏
堂
】（
重
文
）

　
日
光
の
三
山（
男
体
山
、
女
峰
山
、

太
郎
山
）を
御
神
体
と
み
る
山
岳
信
仰

と
の
習
合
に
よ
り
、
そ
の
本
地
仏
の
千

手
観
音（
男
体
山
）、
阿
弥
陀
如
来（
女

峰
山
）、
馬
頭
観
音（
太
郎
山
）が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
慈
覚
大
師
円
仁
が
比
叡

山
の
根
本
中
堂
を
模
し
て
建
立
し
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
は
創
建
当

時
は
滝
尾
神
社
近
く
に
あ
り
ま
し
た
が
、

鎌
倉
三
代
将
軍
源
実
朝
に
よ
っ
て

 【
唐
門
】（
重
文
）

　
唐
門
は
中
国
風
の
門
と
い
う
こ
と

で
す
。
向
唐
門
の
様
式
で
屋
根
の
前

後
の
軒
は
唐
破
風
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
大
猷
院
の
中
で
は
一
番
小
さ
な

門
で
す
が
、
細
か
い
地
紋
彫
の
彫
刻

や
透
彫
の
錺
金
具
な
ど
、
一
面
に
施

さ
れ
た
細
か
く
精
巧
な
細
工
は
見
事

で
す
。

　
三
代
将
軍
家
光
の
霊
廟
が
大
猷
院
で

す
。
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
は
、
１
６

５
３（
承
応
2
）年
に
造
営
さ
れ
た
も
の

で
、
東
照
宮
と
同
じ「
権
現
造
」で
す
。

第
一
級
の
技
術
者
の
手
に
よ
る
江
戸
時

代
初
期
の
代
表
的
な
建
築
で
、
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫
刻
、
漆
塗
、

彩
色
、
錺
金
具
な
ど
の
建
築
装
飾
に
優

れ
て
お
り
、
目
立
た
な
い
部
分
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
照
宮
が
白
と
金
を
基
調
に
し
て
い

る
の
に
対
し
、
大
猷
院
は
金
と
黒
を
基

本
と
し
て
お
り
、
金
箔
も
東
照
宮
よ
り

赤
み
が
か
っ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

 【
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
】（
国
宝
）

　
本
殿
・
相
の
間
・
拝
殿
は
、
連
な
っ

た
建
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
間
に
は

仕
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
拝
殿
か
ら
本

殿
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

拝
殿
は
64
畳
の
広
さ
が
あ
り
、
天
井
に

描
か
れ
た
１
４
０
も
の
竜
は
、
狩
野
一

門
の
作
と
い
わ
れ
ま
す
。
拝
殿
と
本
殿

を
結
ぶ
の
が
相
の
間
。
格
天
井
に
は
鳳

凰
が
描
か
れ
、
本
殿
と
の
境
に
は
降
竜
、

昇
竜
の
絵
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
本
殿
。
殿
内
は
金
色
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
に
あ

ふ
れ
、
金
閣
殿
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 【
夜
叉
門
】（
重
文
）

　
夜
叉
門
は
八
御
門
の
様
式
で
屋
根
の

前
後
の
軒
は
唐
破
風
形
。
牡
丹
唐
草
の

彫
刻
で
飾
ら
れ
、「
牡
丹
門
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柱
に
は
胡
麻
殻

の
面
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
面
左
右

の
間
に
赤
と
緑
、
背
面
に
白
と
青
色
の

夜
叉
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
東
照
宮
の
位
置
に
、
さ
ら
に
東

照
宮
創
建
に
よ
っ
て
現
在
の
二
荒
山
神

社
付
近
に
移
り
、
明
治
の
神
仏
分
離
に

よ
っ
て
今
の
場
所
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　「
平
成
の
大
修
理
」に
よ
り
、
半
解
体

修
理
さ
れ
、
荘
厳
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

 【
開
山
堂
】（
重
文
）

　
日
光
を
開
い
た
勝
道
上
人
を
祀
る
霊

廟
で
す
。
１
７
２
０（
享
保
５
）年
ご
ろ

に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
重
層
宝
形
造
、

総
弁
柄
朱
漆
塗
の
建
物
で
す
。
木
造
の

本
尊
地
蔵
菩
薩
、
勝
道
上
人
座
像
が
安

置
さ
れ
、
毎
年
４
月
１
日
に
は
開
山
会

法
要
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
開
山
堂
の

裏
に
、
五
輪
の
塔
が
立
つ
勝
道
上
人
の

墓
が
あ
り
ま
す
。

　
輪
王
寺
に
は
ほ
か
に
も
多
数
の
貴
重

な
建
造
物
が
あ
り
、
見
飽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

 【
皇
嘉
門
】（
重
文
）

　
皇
嘉
門
は
非
公
開
の
奥
の
院（
家
光
の

墓
所
）へ
通
じ
る
入
口
に
あ
る
門
で
す
。

中
国
・
明
朝
時
代
の「
竜
宮
造
」の
建
築

様
式
で
す
。「
竜
宮
門
」と
も
呼
ば
れ
、

他
の
門
と
は
印
象
が
異
な
り
ま
す
。
外

側
は
極
彩
色
で
彩
ら
れ
、
腰
壁
は
密
陀

塗
と
い
う
特
殊
な
技
法
で
白
色
に
塗
ら

れ
て
い
ま
す
。

日光二荒山神社 日光山輪王寺

家
光
を
祀
る
霊
廟

　〜
大
猷
院
〜
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東照宮中神庫　秀忠公が東照社を創建した当時の建物であることが現校木（あぜき）裏側に残っている柱間の構えや塗装から
分かります。それらは修理工事中の調査で明らかになりました。

三仏堂の保存修理　素屋根建設・屋根野地解体（平成24年度）

　塗装の塗替え修理は最初に破損
状況を把握してその原因を探り、最
善の対策を修理方針に反映させます。
また現状の塗装を良く観察し、修理
経過の隠れた痕跡を調査し、過去
の見取図と照らし合わせて在来仕
様・工法を確認します。また作業経
過を描き記した新たな見取図を作
製して、次の修理時の参考資料とす
るのはもちろん、学術資料として、
一般にも公開・活用を図ります。

中神庫の保存作業の流れ

修理前の現状を記録する。薄い和紙を当
て、図様、文様等の詳細を写し取る。

①記録

古い塗装を掻き落とし、取り除く。

②ケレン

在来塗装の絵具や技法の詳細をよく調べ、
本来ある姿の見取図を作画する。

③見取図調整

文様や図様などの輪郭を盛り上げて立体感
をもたせ、その上に金箔を押す。

④置上（おきあげ）及び箔押し

繧繝（うんげん）彩色の中色、岩絵具（天然
の鉱石を砕いたもの）下色を着彩する。

⑤岩下（いわした）、中塗

岩絵具、金箔、金泥等により、伝統仕様
で極彩色（ごくさいしき）を復原する。

⑦完成

仕上げの岩絵具を塗り重ね、金泥にて細
部を描き込み仕上げる。

⑥岩掛（いわかけ）

神橋の保存修理　木部組立（平成12年度） 東照宮中神庫　保存修理前

東西透塀・唐門の保存修理竣工（平成23年度）

東照宮中神庫　保存修理竣工後　（平成18年度）

　
貴
重
な
日
光
の
文
化
遺
産
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
た
ゆ
み
な
い

保
存
・
保
全
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
日
光
の
社

寺
」の
建
造
物
は
、
江
戸
時
代
初
期
に

造
営
さ
れ
て
か
ら
、
時
代
ご
と
に
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
山
に
囲
ま
れ
高
冷
地
で
も
あ
る
日
光

は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
自
然
災
害
の
被

で
建
造
物
に
関
し
て
は
国
宝
や
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
山
内
地
区
と
し
て
の
面
的
な

保
護
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
登
録
に
先
立
っ
て
日

光
山
内
の
推
薦
資
産
の
保
護
を
行
う
国

内
法
の
整
備（
国
史
跡
へ
の
指
定
）が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
社
一
寺
な
ど
の
関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
国
指
定
史
跡
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
保
存
管
理
計
画
の
策

定
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
努

力
、
協
力
が
実
り
、
日
光
山
内
5
0
・

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

く
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
登

録
に
当
た
っ
て「
こ
の
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
絶
え
ず
警
戒
す
る
必
要
が
あ

る
」と
の
意
見
を
特
に
付
け
加
え
、
登
録

後
の
継
続
的
な
保
護
の
大
切
さ
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
策
定
さ
れ
た「
史
跡
日
光

山
内
保
存
管
理
計
画
」で
は
、
山
内
地

区
を
５
つ
の
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
区
域
内
の
建
造
物
の
新
増
改
築
、
工

作
物
の
設
置
撤
去
、
土
地
の
形
状
変
更
、

木
竹
の
伐
採
、
発
掘
調
査
な
ど
に
つ
い

て
取
り
扱
い
を
定
め
ま
し
た
。
現
状
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
文
化
庁
の
許
可

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
造
物
の
修
理
工
事
な
ど
を
直
接
担

当
し
て
い
る
の
は
、
１
９
７
０（
昭
和

45
）年
に
設
立
さ
れ
た「
公
益
財
団
法
人

日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」で
す
。
二

社
一
寺
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
保
存

修
理
、
調
査
研
究
、
防
災
設
備
の
整

備
・
管
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
保
存
会
で
は
専
門
技
術
を
も

つ
人
材
を
整
え
、
建
造
物
な
ど
の
保
存

害
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

残
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
忠
実
に
修

理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
や
湿

気
が
多
い
気
候
で
も
あ
る
た
め
、
屋
根

の
修
理
、
彩
色
の
修
理
、
腐
食
し
た
木

部
の
修
理
な
ど
、
計
画
的
に
ま
た
不
断

に
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
日
光
の
社
寺
」の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
す
段
階
で
、
保
護
活
動
の
重

要
性
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

修
理
事
業
の
設
計
監
理
・
工
事
施
工
を

行
う
ほ
か
、
文
化
財
を
守
る
た
め
の
防

災
設
備
の
維
持
管
理
、
点
検
・
補
修
の

業
務
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
建
造
物
の
保
存
は
単
に
傷
ん

だ
部
分
を
修
理
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
用
い
ら
れ
て
い
る
技
法
や
材
料

も
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
保
存
会
は
、

漆
塗
、
彩
色
、
金
具
工
事
な
ど
に
関
す

る
調
査
･
研
究
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
の

成
果
を
ま
と
め
て
資
料
と
し
て
残
す
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
が
、
技
術
を
も
つ

人
材
の
育
成
で
す
。
現
在
、
長
い
経

験
を
も
つ
職
員
の
も
と
で
、
多
く
の
若

い
人
た
ち
が
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
と
文
化
財
建
造
物
や
保

存
修
理
工
事
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
折
に
触
れ
て
修
理

の
現
場
や
修
理
の
作
業
状
況
を
公
開
す

る
見
学
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
修
復

中
で
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
も
多
く
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

世
界
遺
産
を
守
る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

修
理
を
担
う
保
存
会

は
２
０
１
７（
平
成
２９
）年
３
月
に
竣
工

し
、
そ
の
き
ら
び
や
か
な
輝
き
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
２
０
１
５

（
平
成
２７
）年
に
は「
四
百
年
式
年
大

祭
」、
２
０
１
６（
平
成
２８
）年
に
は

「
御
鎮
座
四
百
年
祭
」が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
輪
王
寺
・
平
成
の
大
修
理
】

　
輪
王
寺
で
は
、
２
０
０
７（
平
成

１９
）年
度
か
ら
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
度
に
わ
た
り
、
日
光
山
で
最
も
大

き
い
建
築
物
で
あ
る
三
仏
堂
と
大
猷

院
霊
廟
二
天
門
建
造
物
の
保
存
修
理

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
仏
堂
で
は
、

オ
オ
ナ
ガ
シ
バ
ン
ム
シ
等
に
よ
る
虫
害

が
著
し
く
、
当
初
の
予
定
を
大
幅
に

超
え
る
半
解
体
に
よ
る
大
規
模
な
改

修
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
に
当
た
り
、
雨
・
風
か
ら
建

物
を
守
る
た
め
、
同
の
全
体
を
覆
う

高
さ
２
６
ｍ
の
仮
設
の
屋
根
を
設
置

し
、
７
階
部
分
か
ら
修
理
の
様
子
を

一
望
で
き
る「
天
空
回
廊
」が
設
置
さ

れ
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

【
二
荒
山
神
社
・
神
橋
の
平
成
修
理
工
事
】

　
平
成
の
修
理
工
事
で
は
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）年
度
か
ら
２
０
０
０（
平
成

12
）年
度
に
か
け
て
、
木
部
の
修
理
が
施

さ
れ
、
２
０
０
１（
平
成
13
）年
度
か
ら

２
０
０
２（
平
成
14
）年
度
に
漆
塗
、
金

具
の
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桧
材
の

高
欄
、
橋
板
、
往
桁
、
桟
梁
、
筋
違
を

解
体
し
、
橋
桁
は
残
す
半
解
体
修
理
と

な
り
ま
し
た
。
2
0
0
5（
平
成
17
）年

に
完
成
し
た
平
成
の
修
理
工
事
に
よ
っ

て
よ
り
一
層
鮮
や
か
な
朱
塗
の
橋
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

【
保
護
活
動
の
歴
史
】

　「
日
光
の
社
寺
」は
江
戸
時
代
か
ら

幕
府
に
よ
っ
て
定
期
的
な
修
理
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
日
光
の
町
に
は
職
人

集
団
が
常
駐
し
、
時
代
ご
と
の
技
術

の
粋
を
集
め
て
修
理
さ
れ
、
最
高
の
状

態
に
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
政
府
に
よ
っ
て

神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
急

速
に
進
む
近
代
化
の
中
で
、
伝
統
的

な
文
化
財
を
軽
視
す
る
よ
う
な
傾
向

も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
日
光
で
は
、

１
８
７
９（
明
治
12
）年
、「
日
光
の

社
寺
」を
保
護
す
る
目
的
で「
保
晃

会
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
浄

財
を
集
め
修
理
に
充
て
る
な
ど
精
力

的
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
８

９
７（
明
治
30
）年
に
政
府
は「
古
社

寺
保
存
法
」を
制
定
し
、
文
化
財
保

護
に
取
り
組
み
始
め
ま
す
。
日
光
で

は
政
府
と
二
社
一
寺
に
よ
っ
て「
日
光

社
寺
修
繕
事
務
所
」が
組
織
さ
れ
、

社
寺
の
修
理
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
に

「
国
宝
保
存
法
」、
１
９
５
０（
昭
和
25
）

年
に「
文
化
財
保
護
法
」が
制
定
さ
れ
、

「
日
光
の
社
寺
」の
建
造
物
の
多
く
が
国
宝

や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
８（
平
成
10
）年
に
は
、
世
界
遺

産
に
推
薦
さ
れ
た
山
内
の
地
域
が
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
面
的
な
保
護
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
建
造
物
の
修
理
は
、
日
光
社
寺
文

化
財
保
存
会（
旧
日
光
社
寺
修
繕
事
務

所
）が
、
各
所
有
者
か
ら
工
事
を
受
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
破
損
の
程
度
に

よ
っ
て
、
解
体
・
半
解
体
修
理
を
伴
う

時
代
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
修
理

近
年
行
わ
れ
た
修
復
作
業

根
本
的
な
修
理
と
、
屋
根
の
葺
き
替

え
・
部
分
修
理
・
塗
装
修
理
な
ど
の

維
持
的
な
修
理
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
日
光
の
社
寺
」の
修
理
の
特
徴
は
、

建
物
の
外
部
を
美
し
く
彩
る
漆
や
彩

色
を
、
伝
統
的
な
材
料
や
技
術
を
用

い
て
定
期
的
に
維
持
修
理
す
る
作
業
を

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
東
照
宮
・
平
成
の
大
修
理
】

　
東
照
宮
の
建
築
に
は
、
神
威
の
高
揚

と
記
念
性
・
永
遠
性
を
維
持
す
る
と
い

う
思
念
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
漆
塗
・

彩
色
・
錺
金
具
な
ど
の
精
彩
を
維
持

す
る
た
め
、
絶
え
間
な
い
修
理
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
３（
平
成
２５
）年
度
か
ら
は

じ
ま
り
、
7
カ
年
を
掛
け
て
２
０
１
９

（
平
成
３１
・
令
和
元
）年
度
に
終
了
し

た「
平
成
の
大
修
理
」で
は
、
国
宝
の
陽

明
門
や
本
殿
・
石
の
間
・
拝
殿
の
修

理
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
陽
明
門

世界遺産保存
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東照宮中神庫　秀忠公が東照社を創建した当時の建物であることが現校木（あぜき）裏側に残っている柱間の構えや塗装から
分かります。それらは修理工事中の調査で明らかになりました。

三仏堂の保存修理　素屋根建設・屋根野地解体（平成24年度）

　塗装の塗替え修理は最初に破損
状況を把握してその原因を探り、最
善の対策を修理方針に反映させます。
また現状の塗装を良く観察し、修理
経過の隠れた痕跡を調査し、過去
の見取図と照らし合わせて在来仕
様・工法を確認します。また作業経
過を描き記した新たな見取図を作
製して、次の修理時の参考資料とす
るのはもちろん、学術資料として、
一般にも公開・活用を図ります。

中神庫の保存作業の流れ

修理前の現状を記録する。薄い和紙を当
て、図様、文様等の詳細を写し取る。

①記録

古い塗装を掻き落とし、取り除く。

②ケレン

在来塗装の絵具や技法の詳細をよく調べ、
本来ある姿の見取図を作画する。

③見取図調整

文様や図様などの輪郭を盛り上げて立体感
をもたせ、その上に金箔を押す。

④置上（おきあげ）及び箔押し

繧繝（うんげん）彩色の中色、岩絵具（天然
の鉱石を砕いたもの）下色を着彩する。

⑤岩下（いわした）、中塗

岩絵具、金箔、金泥等により、伝統仕様
で極彩色（ごくさいしき）を復原する。

⑦完成

仕上げの岩絵具を塗り重ね、金泥にて細
部を描き込み仕上げる。

⑥岩掛（いわかけ）

神橋の保存修理　木部組立（平成12年度） 東照宮中神庫　保存修理前

東西透塀・唐門の保存修理竣工（平成23年度）

東照宮中神庫　保存修理竣工後　（平成18年度）

　
貴
重
な
日
光
の
文
化
遺
産
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
た
ゆ
み
な
い

保
存
・
保
全
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
日
光
の
社

寺
」の
建
造
物
は
、
江
戸
時
代
初
期
に

造
営
さ
れ
て
か
ら
、
時
代
ご
と
に
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
山
に
囲
ま
れ
高
冷
地
で
も
あ
る
日
光

は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
自
然
災
害
の
被

で
建
造
物
に
関
し
て
は
国
宝
や
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
山
内
地
区
と
し
て
の
面
的
な

保
護
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
登
録
に
先
立
っ
て
日

光
山
内
の
推
薦
資
産
の
保
護
を
行
う
国

内
法
の
整
備（
国
史
跡
へ
の
指
定
）が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
社
一
寺
な
ど
の
関
係
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
国
指
定
史
跡
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
保
存
管
理
計
画
の
策

定
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
努

力
、
協
力
が
実
り
、
日
光
山
内
5
0
・

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

く
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
登

録
に
当
た
っ
て「
こ
の
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
絶
え
ず
警
戒
す
る
必
要
が
あ

る
」と
の
意
見
を
特
に
付
け
加
え
、
登
録

後
の
継
続
的
な
保
護
の
大
切
さ
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
策
定
さ
れ
た「
史
跡
日
光

山
内
保
存
管
理
計
画
」で
は
、
山
内
地

区
を
５
つ
の
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
区
域
内
の
建
造
物
の
新
増
改
築
、
工

作
物
の
設
置
撤
去
、
土
地
の
形
状
変
更
、

木
竹
の
伐
採
、
発
掘
調
査
な
ど
に
つ
い

て
取
り
扱
い
を
定
め
ま
し
た
。
現
状
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
文
化
庁
の
許
可

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
造
物
の
修
理
工
事
な
ど
を
直
接
担

当
し
て
い
る
の
は
、
１
９
７
０（
昭
和

45
）年
に
設
立
さ
れ
た「
公
益
財
団
法
人

日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」で
す
。
二

社
一
寺
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
保
存

修
理
、
調
査
研
究
、
防
災
設
備
の
整

備
・
管
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
保
存
会
で
は
専
門
技
術
を
も

つ
人
材
を
整
え
、
建
造
物
な
ど
の
保
存

害
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

残
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
忠
実
に
修

理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
雨
や
湿

気
が
多
い
気
候
で
も
あ
る
た
め
、
屋
根

の
修
理
、
彩
色
の
修
理
、
腐
食
し
た
木

部
の
修
理
な
ど
、
計
画
的
に
ま
た
不
断

に
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
日
光
の
社
寺
」の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
目
指
す
段
階
で
、
保
護
活
動
の
重

要
性
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

修
理
事
業
の
設
計
監
理
・
工
事
施
工
を

行
う
ほ
か
、
文
化
財
を
守
る
た
め
の
防

災
設
備
の
維
持
管
理
、
点
検
・
補
修
の

業
務
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
建
造
物
の
保
存
は
単
に
傷
ん

だ
部
分
を
修
理
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
用
い
ら
れ
て
い
る
技
法
や
材
料

も
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
保
存
会
は
、

漆
塗
、
彩
色
、
金
具
工
事
な
ど
に
関
す

る
調
査
･
研
究
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
の

成
果
を
ま
と
め
て
資
料
と
し
て
残
す
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
重
要
な
の
が
、
技
術
を
も
つ

人
材
の
育
成
で
す
。
現
在
、
長
い
経

験
を
も
つ
職
員
の
も
と
で
、
多
く
の
若

い
人
た
ち
が
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
と
文
化
財
建
造
物
や
保

存
修
理
工
事
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
折
に
触
れ
て
修
理

の
現
場
や
修
理
の
作
業
状
況
を
公
開
す

る
見
学
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
修
復

中
で
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
も
多
く
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

世
界
遺
産
を
守
る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

修
理
を
担
う
保
存
会

は
２
０
１
７（
平
成
２９
）年
３
月
に
竣
工

し
、
そ
の
き
ら
び
や
か
な
輝
き
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、
２
０
１
５

（
平
成
２７
）年
に
は「
四
百
年
式
年
大

祭
」、
２
０
１
６（
平
成
２８
）年
に
は

「
御
鎮
座
四
百
年
祭
」が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
輪
王
寺
・
平
成
の
大
修
理
】

　
輪
王
寺
で
は
、
２
０
０
７（
平
成

１９
）年
度
か
ら
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
度
に
わ
た
り
、
日
光
山
で
最
も
大

き
い
建
築
物
で
あ
る
三
仏
堂
と
大
猷

院
霊
廟
二
天
門
建
造
物
の
保
存
修
理

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
仏
堂
で
は
、

オ
オ
ナ
ガ
シ
バ
ン
ム
シ
等
に
よ
る
虫
害

が
著
し
く
、
当
初
の
予
定
を
大
幅
に

超
え
る
半
解
体
に
よ
る
大
規
模
な
改

修
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
に
当
た
り
、
雨
・
風
か
ら
建

物
を
守
る
た
め
、
同
の
全
体
を
覆
う

高
さ
２
６
ｍ
の
仮
設
の
屋
根
を
設
置

し
、
７
階
部
分
か
ら
修
理
の
様
子
を

一
望
で
き
る「
天
空
回
廊
」が
設
置
さ

れ
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

【
二
荒
山
神
社
・
神
橋
の
平
成
修
理
工
事
】

　
平
成
の
修
理
工
事
で
は
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）年
度
か
ら
２
０
０
０（
平
成

12
）年
度
に
か
け
て
、
木
部
の
修
理
が
施

さ
れ
、
２
０
０
１（
平
成
13
）年
度
か
ら

２
０
０
２（
平
成
14
）年
度
に
漆
塗
、
金

具
の
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桧
材
の

高
欄
、
橋
板
、
往
桁
、
桟
梁
、
筋
違
を

解
体
し
、
橋
桁
は
残
す
半
解
体
修
理
と

な
り
ま
し
た
。
2
0
0
5（
平
成
17
）年

に
完
成
し
た
平
成
の
修
理
工
事
に
よ
っ

て
よ
り
一
層
鮮
や
か
な
朱
塗
の
橋
が
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

【
保
護
活
動
の
歴
史
】

　「
日
光
の
社
寺
」は
江
戸
時
代
か
ら

幕
府
に
よ
っ
て
定
期
的
な
修
理
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
日
光
の
町
に
は
職
人

集
団
が
常
駐
し
、
時
代
ご
と
の
技
術

の
粋
を
集
め
て
修
理
さ
れ
、
最
高
の
状

態
に
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
政
府
に
よ
っ
て

神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
急

速
に
進
む
近
代
化
の
中
で
、
伝
統
的

な
文
化
財
を
軽
視
す
る
よ
う
な
傾
向

も
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
日
光
で
は
、

１
８
７
９（
明
治
12
）年
、「
日
光
の

社
寺
」を
保
護
す
る
目
的
で「
保
晃

会
」が
生
ま
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
浄

財
を
集
め
修
理
に
充
て
る
な
ど
精
力

的
な
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
８

９
７（
明
治
30
）年
に
政
府
は「
古
社

寺
保
存
法
」を
制
定
し
、
文
化
財
保

護
に
取
り
組
み
始
め
ま
す
。
日
光
で

は
政
府
と
二
社
一
寺
に
よ
っ
て「
日
光

社
寺
修
繕
事
務
所
」が
組
織
さ
れ
、

社
寺
の
修
理
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
に

「
国
宝
保
存
法
」、
１
９
５
０（
昭
和
25
）

年
に「
文
化
財
保
護
法
」が
制
定
さ
れ
、

「
日
光
の
社
寺
」の
建
造
物
の
多
く
が
国
宝

や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
８（
平
成
10
）年
に
は
、
世
界
遺

産
に
推
薦
さ
れ
た
山
内
の
地
域
が
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
面
的
な
保
護
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
建
造
物
の
修
理
は
、
日
光
社
寺
文

化
財
保
存
会（
旧
日
光
社
寺
修
繕
事
務

所
）が
、
各
所
有
者
か
ら
工
事
を
受
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
破
損
の
程
度
に

よ
っ
て
、
解
体
・
半
解
体
修
理
を
伴
う

時
代
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
修
理

近
年
行
わ
れ
た
修
復
作
業

根
本
的
な
修
理
と
、
屋
根
の
葺
き
替

え
・
部
分
修
理
・
塗
装
修
理
な
ど
の

維
持
的
な
修
理
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
日
光
の
社
寺
」の
修
理
の
特
徴
は
、

建
物
の
外
部
を
美
し
く
彩
る
漆
や
彩

色
を
、
伝
統
的
な
材
料
や
技
術
を
用

い
て
定
期
的
に
維
持
修
理
す
る
作
業
を

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
東
照
宮
・
平
成
の
大
修
理
】

　
東
照
宮
の
建
築
に
は
、
神
威
の
高
揚

と
記
念
性
・
永
遠
性
を
維
持
す
る
と
い

う
思
念
が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
漆
塗
・

彩
色
・
錺
金
具
な
ど
の
精
彩
を
維
持

す
る
た
め
、
絶
え
間
な
い
修
理
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
３（
平
成
２５
）年
度
か
ら
は

じ
ま
り
、
7
カ
年
を
掛
け
て
２
０
１
９

（
平
成
３１
・
令
和
元
）年
度
に
終
了
し

た「
平
成
の
大
修
理
」で
は
、
国
宝
の
陽

明
門
や
本
殿
・
石
の
間
・
拝
殿
の
修

理
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
陽
明
門

世界遺産保存
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広域地図からのアクセスマップ

東
武
日
光
線

J
R
日
光
線

日光宇都宮道路

茨城空港

日光
ヶ

世界遺産「日光の社寺」世界遺産「日光の社寺」

日光

圏
央
道

圏
央
道

D e l i v e r  t o  t h e  f u t u r e 栃 木 県 日 光 市

Ｊ
Ｒ
新
宿

Ｊ
Ｒ
池
袋

浅
　
草

北
千
住

春
日
部

と
う
き
ょ
う

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

Ｊ
Ｒ
大
宮

栃
　
木

新
鹿
沼 鬼

怒
川
温
泉

川
治
温
泉

湯
西
川
温
泉

東
武
日
光

北関東自動車道
至群馬方面（関越道方面）

北関東自動車道
至茨城方面（常磐道方面）

日光宇都宮道路

浦和 I.C.

今市 I.C.

宇都宮 I.C. 鬼怒川・川治・湯西川

足 尾

日光 I.C. 清滝 I.C.

岩舟 JCT 栃木都賀 JCT

電車をご利用の場合 車をご利用の場合

JR線

JR宇都宮線 JR日光線

東武線

（相互乗入） 約35分 約10分 約15分

約5分
約15分

約20分
（鬼怒川まで）

至東北方面

約5分 約20分

このパンフレットは、世界遺産「日光の社寺」の魅力を発信するために作成したものです。

【発　　行】 栃木県日光市教育委員会事務局 文化財課
  〒321-1261 栃木県日光市今市 304－1  Tel: 0288-25-3200  Fax: 0288-25-7334
【作成協力】 日光東照宮  日光山輪王寺  日光二荒山神社  公益財団法人日光社寺文化財保存会

Ｊ
Ｒ
東
京

Ｊ
Ｒ
上
野

Ｊ
Ｒ
日
光

宇
都
宮

下
今
市

東北自動車道

無断転載・複製禁止
第二版第一版

2024.00.0050Y
改訂版


